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平成18年2月5日号　第3号 （２） 

　
16
日
開
催
の
本
会
議
で
、

一
般
質
問
に
対
し
当
局
が

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

　
総
務
課
で
は
『
一
九
五

○
年
代
か
ら
九
○
年
代
ま

で
、
各
年
代
で
不
備
が
確

認
さ
れ
、
旧
立
川
町
で
122

件
、
旧
余
目
町
で
２
件
の

124
件
が
未
登
記
で
あ
る
。

原
因
に
つ
い
て
は
調
査
を

必
要
と
す
る
が
、
ほ
と
ん

ど
が
町
道
や
農
道
、
林
道

を
整
備
す
る
際
の
用
地
買

収
に
伴
う
も
の
で
、
土
地

の
登
記
上
の
名
義
が
故
人

だ
っ
た
り
、
共
有
名
義
だ

っ
た
り
し
た
た
め
、
処
理

が
滞
っ
て
し
ま
っ
た
可
能

性
が
あ
る
』
と
答
弁
し
ま

し
た
。  

　
土
地
の
所
有
が
町
に
な

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

登
記
上
の
名
義
を
変
更
し

な
か
っ
た
場
合
、
以
前
の

土
地
所
有
者
が
、
そ
の
土

地
の
固
定
資
産
税
を
納
め

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、

ま
た
、
相
続
登
記
や
相
続

放
棄
の
手
続
き
に
は
費
用

や
時
間
も
余
計
に
か
か
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
町
長
は
『
住
民
の
不
安

と
不
信
を
払
拭
す
る
た
め

に
、
監
査
委
員
に
調
査
を

依
頼
し
た
。
相
当
古
い
も

の
も
含
め
、
件
数
も
多
数

に
及
ん
で
い
る
。
監
査
委

員
の
報
告
を
待
ち
、
対
応

し
て
い
く
』
と
述
べ
ま
し

た
。 

　
一
般
質
問
し
た
議
員
は

『
登
記
手
続
き
を
し
な
か

っ
た
こ
と
は
、
職
務
怠
慢

も
は
な
は
だ
し
い
』
と
指

摘
。 

　
こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
、

議
会
で
は
、
議
会
運
営
委

員
会
を
開
催
し
、
対
応
を

検
討
し
ま
し
た
。 

 

　
土
地
の
未
登
記
問
題
が

発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、

対
応
を
検
討
し
た
結
果
、

議
会
で
も
監
査
委
員
に
対

し
監
査
を
求
め
、
結
果
報

告
を
請
求
す
る
監
査
請
求

を
決
議
し
ま
し
た
。 

 

　
※
監
査
を
求
め
る
事
項

は
次
の
５
項
目
で
す
。  

○
未
登
記
件
数
の
把
握
に

　
関
す
る
事
項 

○
固
定
資
産
税
の
賦
課
に

　
関
す
る
事
項 

○
事
務
執
行
の
瑕
疵
（
か

　
し
）
に
関
す
る
事
項 

○
不
動
産
取
引
の
注
意
義

　
務
違
反
に
関
す
る
事
項 

○
旧
余
目
町
・
旧
立
川
町

　
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

　
み
に
関
す
る
事
項 

 

　
※
監
査
結
果
の
報
告
期

限
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

○
平
成
18
年
２
月
28
日  

 

12月 
定例会 

登
記
変
更
124
件
放
置 

登
記
変
更
124
件
放
置 

旧立川・余目町 
買収の土地 

固
　
定 

資
産
税 

賦
課
状
況

賦
課
状
況
な
ど
調
査
調
査 

 

賦
課
状
況
な
ど
調
査 

 

賦
課
状
況
な
ど
調
査 

　平成17年12月定例会は、12月8日から22日までの会期で開催
されました。旧余目町・旧立川町の16年度一般会計・各特別会
計決算、4月から6月までの17年度決算を認定したほか、17年
度の補正予算、条例などを原案通り可決しました。 
　一般質問では、議員26人が町政全般について町当局の考えを
ただしました。 

　
旧
立
川
町
・
旧
余
目
町
時
代
に
、
町
が
買
収
し
た
土

地
の
う
ち
、
登
記
上
の
名
義
が
買
収
前
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
も
の
が
、
124
件
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。 

町
議
会
も 

 

監
査
請
求 

 

▲登記済みには朱印が 

ふ
っ
し
ょ
く 



こんにちは庄内町議会です （３） 

　
平
成
17
年
度
一
般
会
計
、

特
別
会
計
の
補
正
予
算
を

決
定
し
ま
し
た
。 

違
法 

指
摘
さ
れ 

 
全
額
返
還

全
額
返
還 

辞
職
辞
職 
全
額
返
還 

辞
職 
全
額
返
還 

監
査 

委
員 

辞
職 

補
正
予
算
 

　
各
常
任
委
員
会
、
議
会

運
営
委
員
会
で
の
閉
会
中

の
継
続
調
査
事
件
を
決
定

し
ま
し
た
。 

 

―
総
務
常
任
委
員
会
― 

○
遊
休
財
産
の
調
査
に
つ

　
い
て 

―
産
業
建
設
常
任
委
員
会
― 

○
商
業
振
興
に
つ
い
て 

―
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
― 

○
児
童
・
生
徒
の
危
機
管

理
に
つ
い
て 

調
査
期
限
は
平
成
18
年
６

月
定
例
会
ま
で
で
す
。  

―
議
会
運
営
委
員
会
― 

○
議
会
の
運
営
に
関
す
る

　
事
項
　
他
２
項
目  

調
査
期
限
は
平
成
18
年
３

月
定
例
会
ま
で
で
す
。  

　
�
梵
天
が
経
営
難
に
よ
り
、
平
成
18
年
３
月
で
解
散
予

定
と
な
る
問
題
に
関
連
し
、
12
月
定
例
会
で
は
11
名
が
一

般
質
問
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
町
長
は
「
検
討
協
議

会
」
を
設
置
し
、
平
成
18
年
２
月
末
日
ま
で
調
査
・
研
究

す
る
こ
と
を
明
言
し
ま
し
た
。 

　
議
会
で
も
、
並
行
し
て
全
員
協
議
会
で
検
討
し
て
ゆ
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。 

常
任
委
員
会
 

◇
町
営
バ
ス 

　
バ
ス
運
行
を
一
元
化
し

ま
す
。 

―
特
　
徴
― 

○
旧
余
目
の
「
地
域
バ
ス
」

と
旧
立
川
の
「
町
営
バ
ス
」

を
相
互
乗
り
入
れ
し
、
集

落
を
幹
線
路
、
循
環
路
線

で
結
び
ま
す
。 

○
運
行
の
一
部
を
ス
ク
ー

ル
バ
ス
に
よ
る
混
乗
運
行

に
し
、
高
校
生
の
通
学
や

北
月
山
方
面
へ
の
滞
在
に

対
応
し
ま
す
。 

○
施
行
期
日
は
、
国
の
承

認
を
待
っ
て
定
め
ま
す
。 

◇
幼
稚
園
の
預
り
保
育
を

一
元
化
し
ま
す
。 

（
保
育
時
間
） 

        

（
料
金
） 

　
旧
余
目
方
式
に
統
一
し

ま
す
。 

  

条
例
改
正
 

全
員
協
議
会
で
検
討 

全
員
協
議
会
で
検
討 

梵
天
問
題 

 梵
天
問
題 

 

梵
天
問
題 

 

（旧） 
 
 
 
 
 
 
 
 
（新） 

（余目地区）　 
　月曜日～金曜日　土曜日、長期休園中 
　7：30～9：00　　  7：30～18：30  
　降園時～18：30 

（立川地区） 
　月曜日～金曜日　土曜日、長期休園中 
　降園時～19：00　　　　  なし  
　 

（一元化）　平成18年4月1日から 
　月曜日～金曜日　土曜日、長期休園中 
　7：30～9：00　　  7：30～19：00  
　降園時～19：00 
 
 

（千円） 

会 計 別  補 正 額  予算総額 

一般会計 

介 護  

下 水 道  

28,359 

85,578 

187

9,199,359 

1,470,733 

1,550,796

▲条例で庄内町議運メンバーは6人 

 

後
任
に 

　 

富
樫 

透 

議
員 

　
19
日
開
催
の
決
算
特
別

委
員
会
で
、
監
査
委
員
の

齋
藤
健
一
議
員
が
旧
立
川

町
議
会
副
議
長
在
職
中
、

議
会
運
営
委
員
会
の
委
員

で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

委
員
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
出
席
し
、
交
通
費

な
ど
と
し
て
支
給
さ
れ
る

「
費
用
弁
償
」
を
、
受
け

取
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。 

　
齋
藤
議
員
は
15
年
８
月

か
ら
17
年
６
月
ま
で
、
議

会
運
営
委
員
会
、
視
察
等

に
出
席
し
、
計
3
万
８
千

720
円
を
受
け
取
っ
て
い
ま

し
た
。 

 

地
方
自
治
法
に
よ
る
と

、

費
用
弁
償
は
常
任
委
員
会

や
議
会
運
営
委
員
会
な
ど

の
委
員
に
は
支
払
わ
れ
ま

す
が
、
齋
藤
議
員
は
議
運

の
委
員
で
な
か
っ
た
た
め
、

法
律
に
抵
触
し
た
も
の
で

す
。 

　
問
題
を
指
摘
し
た
議
員

か
ら
は
、
齋
藤
議
員
は
現

在
、
監
査
委
員
で
あ
り
、

平
成
16
年
度
決
算
を
審
査

し
て
い
た
こ
と
に
触
れ
、

『
違
法
を
認
識
し
て
い
な

い
委
員
が
監
査
を
し
て
い

い
の
か
。
職
務
の
重
さ
を

考
え
れ
ば
、
ふ
さ
わ
し
く

な
い
』
と
、
監
査
委

員
の
辞
職
を
求
め
る

意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。 

　
こ
れ
を
受
け
齋
藤

議
員
は
、
支
給
さ
れ

た
全
額
を
返
還
。
監

査
委
員
も
辞
職
し
ま

し
た
。 

    

　
支
給
さ
れ
て
い
た

費
用
弁
償
は
、
時
効

５
年
に
さ
か
の
ぼ
り
返
還

の
義
務
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

齋
藤
議
員
の
前
の
副
議
長

も
受
け
取
っ
て
い
た
計
５

万
５
千
540 
円
を
、
22
日
全

額
返
還
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
齋
藤
議
員
の
後
任

に
、
富
樫
透
議
員
を
選
任

し
ま
し
た
。
　 

旧立川町 
副議長 

交
通
費
な
ど
違
法
受
領 

交
通
費
な
ど
違
法
受
領 
旧立川町 
副議長 

議
運
委
員
で
な
い
の
に
出
席 

交
通
費
な
ど
違
法
受
領 



（４） 平成18年2月5日号　第3号 

　
決
算
規
模
は
、
歳
入
が

前
年
比
0.8
％
の
減
少
で
あ

り
、
歳
出
が
0.5
％
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。
 

　
当
初
は
、
基
金
な
ど
か

ら
４
億
５
千
万
円
を
繰
入

れ
る
予
定
で
し
た
が
、
最

終
220
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
財
務
比
率
は
、
財
政
力

指
数
（
0.38
％
）
経
常
収
支

比
率
（
88.5
％
）
公
債
費
比

率
（
18.5
％
）
起
債
制
限
比

率
（
11.6
％
）
と
な
り
、
財

政
力
は
改
善
し
て
い
ま
す

が
他
は
悪
化
し
て
お
り
、

幾
分
財
政
の
硬
直
化
が
進

み
留
意
が
必
要
で
す
。
 

  　
社
会
情
勢
が
厳
し
い
中
、

自
主
財
源
の
根
幹
の
町
税

が
2
％
ほ
ど
伸
び
て
お
り
、

地
方
交
付
税
や
繰
越
金

な
ど
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
 

  　
人
件
費
・
扶
助
費
・

公
債
費
に
よ
る
義
務
的

経
費
が
45.4
％
を
占
め
て

お
り
、
前
年
よ
り
4
％

高
く
な
り
ま
し
た
。
 

　
主
な
事
業
は
、
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
拡
充
と
し
て
、
新
た

に
第
三
学
区
に
学
童
保

育
所
を
設
置
し
、
学
力

向
上
を
目
的
に
、
小
中

学
校
に
学
習
支
援
員
を

配
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、

住
民
主
導
の
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
公
民

一
般
会
計
 

一
般
会
計
 

1人当り借金45万円 1人当り借金45万円 1人当り借金45万円 1人当り借金45万円 1人当り借金45万円 
町債現在高85億670万円 町債現在高82億965万円 町債現在高82億965万円 町債現在高82億965万円 

財
源
確
保

財
源
確
保
や
歳
出
見
直
し

や
歳
出
見
直
し
で
 

 
　
　
　
　  

予
算
よ

予
算
よ
り
財
政
好
転

財
政
好
転
 

財
源
確
保
や
歳
出
見
直
し
で
 

 
　
　  

予
算
よ
り
財
政
好
転
 

一般会計 

歳出 
一般会計 

歳入 

地方交付税 
24億2,560万円 

36.3％ 

町税 
15億1,340万円 

22.6％ 

16年度　一般会計決算額 

（千円以下省略） 

合計 66億8,274万円 合計 64億5,483万円 

国庫支出金 
　4億8,008万円 
　7.2％ 

繰越金 
　3億1,056万円 
　4.6％ 

地方譲与税 
　1億3,850万円　2.1％ 

諸収入 
　2億5,133万円 
　3.8％ 

地方消費税交付金 
　1億7,232万円 
　2.6％ 

公債費 
12億7,758万円 

19.8％ 

土木費 
8億1,226万円 
12.6％ 

民生費 
9億4,207万円 
14.6％ 

教育費 
10億8,263万円 

16.8％ 
総務費 

8億8,220万円 
13.6％ 

衛生費 
　4億5,090万円 
　7.0％ 

農林水産業費 
　4億5,093万円 
　7.0％ 

議会費 
　1億1,362万円 
　1.7％ 商工費 

　1億200万円 
　1.6％ 

その他 
　1,950万円 
　0.3％ 

県支出金 
　2億9,541万円 
　4.4％ 

その他 
　1億2,511万円　1.9％ 

使用料及び手数料 
　9,996万円　1.5％ 

分担金及び負担金 
　6,797万円　1.0％ 

町債 
　8億250万円 
　12.0％ 

消防費 
　3億2,114万円 
　5.0％ 

歳
入
 

歳
出
 

　
16
年
度
決
算
は
、
当
初
予
算
段
階
で

は
国
の
三
位
一
体
改
革
な
ど
か
ら
、
厳

し
い
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
町
税
の
増
加
や
財
源
の

確
保
に
努
力
し
た
こ
と
、
歳
出
で
は
、

全
般
に
わ
た
る
見
直
し
な
ど
経
費
節
減

に
努
め
、
歳
出
の
抑
制
と
予
算
配
分
の

重
点
化
・
効
率
化
を
図
っ
た
こ
と
で
繰

入
金
や
町
債
な
ど
が
減
少
し
、
財
政
状

況
が
好
転
し
て
い
ま
す
。
 

学習支援員（第三小学校） 



（５） こんにちは庄内町議会です 

17
年
度
決
算 

（
4
月
〜
6
月
の
3
ヵ
月
間
）
 

特
別
会
計
 

特
別
会
計
 

歳出総額 
「三位一体改革」財政を圧迫 

132億7,274万円 
余目町 16年度決算 

平成16年度　各会計別決算額 平成16年度　各会計別決算額 

93.5 

96.0 

98.9 

98.2 

97.8 

99.0 

98.0

96.8 

101.7 

98.6 

99.4 

98.9 

100.9 

100.1

2億2,791万円 

9,240万円 

▲ 658万円 

1,391万円 

199万円 

2,287万円 

1億2,459万円 

▲ 3,760万円 

2,592万円 

▲1,168万円 

64億5,483万円 

15億7,135万円 

17億2,738万円 

10億9,499万円 

1億8,251万円 

11億8,785万円 

57億6,408万円 

5億1,645万円 

5億3,738万円 

10億5,383万円 

66億8,274万円 

16億6,375万円 

17億2,080万円 

11億 890万円 

1億8,450万円 

12億1,072万円 

58億8,867万円 

4億7,885万円 

5億6,330万円 

10億4,215万円 

69億 697万円 

16億3,629万円 

17億4,581万円 

11億1,534万円 

1億8,662万円 

12億 43万円 

58億8,449万円 

会　計　名 予 算 額  
決　算　額 執行率（％） 

収入 収入（歳入） 支出（歳出） 支出 

収入支出 
差引残額 

一 般 会 計  

国民健康保険特別会計 

老 人 保 健 特 別 会 計  

介 護 保 険 特 別 会 計  

農業集落排水事業特別会計 

公共下水道事業特別会計 

特 別 会 計 合 計  

水道事業会計（収益的） 

ガス事業会計（収益的） 

企 業 会 計 合 計  

（千円以下省略） 

　
17
年
度
決
算
は
、
4
月
1
日
か
ら
6
月
30
日
ま

で
の
、
同
一
条
件
で
前
年
度
と
比
較
検
証
で
き
な

い
打
切
り
決
算
で
す
。
 

　
一
般
会
計
予
算
は
、
対

前
年
度
当
初
比
2.4
％
増
の

64
億
3
千
100
万
円
で
ス
タ

ー
ト
し
、
最
終
的
に
は
対

当
初
予
算
額
4.3
％
増
の
67

億
627
万
円
の
予
算
額
と
な

り
ま
し
た
。
 

　
歳
入
決
算
額
は
19
億
5

千
567
万
円
、
歳
出
決
算
額

は
12
億
6
千
559
万
円
で
、

歳
入
歳
出
差
引
額
（
形
式

収
支
）
は
6
億
9
千
7
万

円
と
な
り
ま
す
。
 

　
な
お
、
次
の
額
を
対
象

に
決
算
額
と
し
て
い
ま
す
。
 

①
6
月
末
日
ま
で
に
支
払

い
が
完
了
し
た
も
の
 

②
前
払
金
が
あ
っ
た
場
合

は
、
そ
の
支
払
額
は
対

象
額
と
し
て
い
ま
す
。
 

③
歳
入
は
、
6
月
30
日
ま

で
に
収
納
さ
れ
た
額
で

す
。
 

国
民
健
康
保
険
 

　
歳
入
2
億
5
千
825
万
円
 

　
歳
出
2
億
6
千
581
万
円
 

老
人
保
健
 

　
歳
入
3
億
1
千
505
万
円
 

　
歳
出
 
 
3
億
504
万
円
 

介
護
保
険
 

　
歳
入
2
億
2
千
122
万
円
 

　
歳
出
1
億
8
千
917
万
円
 

農
業
集
落
排
水
事
業
 

　
歳
入
 
 
1
千
213
万
円
 

　
歳
出
 
 
 
 
592
万
円
 

公
共
下
水
道
事
業
 

　
歳
入
1
億
5
千
593
万
円
 

　
歳
出
 
 
6
千
170
万
円
 

  水
道
事
業
 

　
収
益
1
億
1
千
495
万
円
 

　
費
用
　
　
1
億
761
万
円
 

ガ
ス
事
業
 

　
収
益
1
億
5
千
626
万
円
 

　
費
用
1
億
2
千
588
万
円
 

一
般
会
計
 

特
別
会
計
 

企
業
会
計
 

▲学力向上に期待される 

　
国
民
健
康
保
険
 

　
歳
入
5
千
778
万
円（
3.6
％
）

歳
出
7
千
12
万
円
（
4.7
％
）

増
加
し
て
い
ま
す
。
 

 　
老
人
保
健
 

　
歳
入
3
千
895
万
円（
2.3
％
）

歳
出
5
千
904
万
円
（
3.5
％
）

増
加
し
て
い
ま
す
。
 

 　
介
護
保
険
 

　
歳
入
1
億
1
千
570
万
円

（
11.6
％
）
歳
出
1
億
1
千

690
万
円
 

（
12
％
）
増
加
し
て
い
ま

す
。
 

 　
農
業
集
落
排
水
事
業
 

　
歳
入
2
千
692
万
円（
12.7
％
）

歳
出
2
千
553
万
円（
12.3
％
）

減
少
し
て
い
ま
す
。
 

　
公
共
下
水
道
事
業
 

　
歳
入
8
千
587
万
円（
6.6
％
）

歳
出
9
千
378
万
円（
7.3
％
）

減
少
し
て
い
ま
す
。
 

  
（
以
上
、
対
前
年
比
）
 



（６） 平成18年2月5日号　第3号 

　
16
年
度
決
算
は
、
地
方
財
政
を
取
り

巻
く
情
勢
が
年
々
厳
し
さ
を
増
す
中
、

実
質
単
年
度
収
支
は
赤
字
と
な
り
ま
し

た
。
歳
入
の
町
税
は
、
前
年
比
1.1
％
減

の
4
億
2
千
320
万
円
で
、
歳
出
の
人
件

費
は
1.9
％
減
の
9
億
2
千
487
万
円
で
す
。
 

　
今
後
と
も
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点

的
・
効
率
的
な
配
分
が
よ
り
一
層
も
と

め
ら
れ
ま
す
。
 

一
般
会
計
 

一
般
会
計
 

歳
入
 

歳
出
 

1人当り借金79万円 1人当り借金79万円 1人当り借金79万円 1人当り借金79万円 1人当り借金79万円 
町債現在高53億1,610万円 町債現在高53億1,610万円 町債現在高53億1,610万円 町債現在高53億1,610万円 

地
方
財
政

地
方
財
政
の
厳
し
厳
し
さ
加
速

さ
加
速
 

　
　
財
政

　
　
財
政
の
硬
直
化
進

硬
直
化
進
む
 

地
方
財
政
の
厳
し
さ
加
速
 

　
　
財
政
の
硬
直
化
進
む
 

　
決
算
規
模
は
、
歳
入
が

前
年
に
比
較
し
て
2.5
％
減

少
し
、
歳
出
は
2.3
％
の
減

少
率
で
す
。
 

　
財
務
諸
比
率
は
、
財
政

力
指
数
（
0.20
）
経
常
収
支

比
率
（
97.7
％
）
公
債
費
比

率
（
22.2
％
）
起
債
制
限
比

率
（
17.4
％
）
と
な
り
、
い

づ
れ
も
財
政
の
硬
直
化
が

進
ん
だ
数
値
で
す
。
 

☆
財
政
力
指
数
 

　
1
に
近
い
ほ
ど
財
政

力
が
強
い
。
 

☆
経
常
収
支
比
率
 

　
高
い
ほ
ど
余
剰
財
源

が
少
な
い
。
（
70
％

以
下
が
望
ま
し
い
）
 

☆
公
債
費
比
率
 

　
一
般
財
源
に
占
め
る

返
済
金
の
割
合
 

☆
起
債
制
限
比
率
 

　
20
％
以
上
に
な
る
と

財
政
再
建
計
画
必
要
。
 

　
歳
入
で
の
増
加
は
、
繰

入
金
、
国
庫
支
出
金
、
地

方
譲
与
税
な
ど
で
あ
り
、

減
少
は
、
高
利
率
町
債
の

借
り
換
え
分
（
15
年
ま
で
）

の
皆
減
、
歳
入
財
源
の
根

幹
で
あ
る
地
方
交
付
税
、

県
支
出
金
な
ど
で
す
。
 

  　
歳
出
で
の
増
加
は
、
総

務
費
の
合
併
準
備
電
算
シ

ス
テ
ム
統
合
事
業
、
土
木

費
、
災
害
復
旧
費
な
ど
で

あ
り
、
減
少
は
公
債
費
と
、

事
業
の
皆
減
に
よ
る
農
林

水
産
費
及
び
教
育
費
な
ど

で
す
。
 

一般会計 

歳出 
一般会計 

歳入 地方交付税 
18億9,885万円 

49.7％ 
 町債 

4億5,250万円 
11.8％ 

16年度　一般会計決算額 

（千円以下省略） 

合計 38億1,949万円 合計 37億5,050万円 

繰入金 
　2億9,937万円 
　7.8％ 

県支出金 
　1億9,516万円 
　5.1％ 

諸収入 
　7,623万円　2.0％ 

国庫支出金 
　1億6,638万円 
　4.4％ 

繰越金 
　7,927万円 
　2.1％ 

公債費 
9億1,125万円 
24.3％ 

教育費 
3億7,513万円 
10.0％ 

民生費 
5億5,206万円 
14.7％ 

総務費 
6億9,587万円 
18.6％ 

土木費 
3億9,658万円 
10.6％ 

衛生費 
　1億9,582万円 
　5.2％ 

農林水産業費 
　2億9,116万円 
　7.8％ 

議会費 
　8,281万円 
　2.2％ 災害復旧費 

4,036万円 
　1.1％ 

その他 
　3,610万円 
　0.9％ 

地方譲与税 
　5,225万　1.4％ 

地方消費税交付金 
　5,751万　1.5％ 

その他 
　1億1,877万円　3.1％ 

町税 
　4億2,320万円 
　11.1％ 

消防費 
　1億7,336万円 
　4.6％ 

財
務
諸
比
率
の
解
説
 

 

した体育センター 



（７） こんにちは庄内町議会です 

特
別
会
計
 

特
別
会
計
 

歳出総額 
一般会計　37億5,050万円 
特別会計　24億5,019万円 
水道会計　 1億 260万円 63億円 

立川町 16年度決算 

平成16年度　各会計別決算額 平成16年度　各会計別決算額 

98.6 

96.2 

96.9 

98.0 

82.1 

98.6 

98.6 

97.3

100.4 

99.9 

96.9 

99.3 

101.0 

100.1 

102.1 

112.1

6,899万円 

2,070万円 

0万円 

651万円 

164万円 

458万円 

1,077万円 

705万円 

1,402万円 

37億5,050万円 

5億3,603万円 

7億7,736万円 

4億9,307万円 

714万円 

2億8,984万円 

3億 21万円 

4,652万円 

1億 260万円 

38億1,949万円 

5億5,673万円 

7億7,736万円 

4億9,958万円 

878万円 

2億9,442万円 

3億1,098万円 

5,358万円 

1億1,662万円 

38億 518万円 

5億5,726万円 

8億 205万円 

5億 333万円 

870万円 

2億9,400万円 

3億 460万円 

4,780万円 

会　計　名 予 算 額  
決　算　額 執行率（％） 

収入 収入（歳入） 支出（歳出） 支出 

収入支出 
差引残額 

一 般 会 計  

国民健康保険特別会計 

老人保健特別会計  

介護保険特別会計  

簡易水道事業特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

下水道事業特別会計 

風力発電事業特別会計 

水 道 会 計  

（千円以下省略） 

17
年
度
決
算 

（
4
月
〜
6
月
の
3
ヵ
月
間
）
 

　
歳
入
決
算
額
は
、
11
億

3
千
162
万
円
で
、
主
な
も

の
を
構
成
比
で
見
る
と
地

方
交
付
税
74.8
％
、
町
税
12.2

％
、
繰
越
金
6.1
％
で
す
。
 

　
町
税
の
主
な
項
目
の
内

訳
で
は
、
 

固
定
資
産
税
8
千
611
万
円
 

町
民
税
　
　
3
千
205
万
円
 

軽
自
動
車
税
1
千
353
万
円
 

た
ば
こ
税
　
　
　
630
万
円
 

で
す
。
 

　
歳
出
決
算
額
は
、
6
億

1
千
344
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
主
な
も
の
を
構
成
比

で
見
る
と
、
総
務
費
25.1
％

民
生
費
23.2
％
教
育
費
14.4
％

消
防
費
12.6
％
で
す
。
 

　
主
な
項
目
の
内
訳
で
は
 

総
務
費
1
億
5
千
409
万
円
 

民
生
費
1
億
4
千
240
万
円
 

教
育
費
　
　
8
千
848
万
円
 

消
防
費
　
　
7
千
704
万
円
 

農
林
水
産
業
費
4
千
362
万
円
 

衛
生
費
　
　
3
千
560
万
円
 

土
木
費
　
　
2
千
670
万
円
 

で
す
。
 

国
民
健
康
保
険
 

　
歳
入
　
　
9
千
997
万
円
 

　
歳
出
　
　
9
千
601
万
円
 

　
差
引
残
金
は
庄
内
町
へ

繰
り
越
し
ま
し
た
。
 

　
　
　
　
（
以
下
同
じ
）
 

老
人
保
健
 

　
歳
入
1
億
4
千
500
万
円
 

　
歳
出
1
億
2
千
441
万
円
 

介
護
保
険
 

　
歳
入
　
　
1
億
221
万
円
 

　
歳
出
　
　
8
千
433
万
円
 

簡
易
水
道
事
業
 

　
歳
入
　
　
　
　
317
万
円
 

　
歳
出
　
　
　
　
15
万
円
 

農
業
集
落
排
水
事
業
 

　
歳
入
　
　
1
千
849
万
円
 

　
歳
出
　
　
　
　
732
万
円
 

下
水
道
事
業
 

　
歳
入
　
　
3
千
58
万
円
 

　
歳
出
　
　
1
千
399
万
円
 

風
力
発
電
事
業
 

　
歳
入
　
　
1
千
546
万
円
 

　
歳
出
　
　
　
　
434
万
円
 

水
道
事
業
（
税
込
）
 

　
歳
入
　
　
2
千
848
万
円
 

　
歳
出
　
　
2
千
659
万
円
 

で
す
。
 

一
般
会
計
 

特
別
会
計
 

 
国
民
健
康
保
険
 

　
歳
入
は
前
年
よ
り
国
保

税
が
1
千
287
万
円
減
少
し
、

収
入
未
済
は
2
千
7
百
32

万
円
で
す
。
 

 
老
人
保
健
 

　
歳
入
は
前
年
よ
り
1
千

5
万
円
の
増
で
、
歳
出
で

医
療
諸
費
が
1
千
68
万
円

の
増
で
す
。
 

 
介
護
保
険
 

　
歳
入
は
前
年
よ
り
3
千

7
百
96
万
円
の
増
で
、
歳

出
で
は
3
千
491
万
円
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
簡
易
水
道
事
業
 

　
歳
入
は
前
年
よ
り
116
万

円
の
減
、
歳
出
で
230
万
円

の
減
で
す
。
 

 
農
業
集
落
排
水
事
業
 

　
歳
入
は
前
年
よ
り
5
千

721
万
円
の
増
で
、
歳
出
で

5
千
750
万
円
の
増
で
す
。
 

 

 
下
水
道
事
業
 

　
歳
入
は
前
年
よ
り
1

億
1
千
82
万
円
の
減
、

歳
出
で
1
億
103
万
円
の

減
で
す
。
 

 
風
力
発
電
事
業
 

　
歳
入
は
前
年
よ
り
2

百
32
万
円
の
減
で
、
歳

出
で
4
百
万
円
の
減
で
す
。
 

▲屋根改修が完了 



平成18年2月5日号　第3号 （８） 

決

算

審

査

特

別

委

員

会

 
積
立
金
を
低
所
得
者
に
 

　
活
用
す
べ
き
 

日
下
部
　
勇
一 

議
員 

学
童
保
育
施
設
を
 

　
第
一
学
区
で
も
開
所
せ
よ
 

小
林
　
清
悟 

議
員 

問 

町長 

 

　
困
っ
て
い
る
方

に
ど
う
使
う
か
も

含
め
て
考
え
た
い
。
 

 

問 

　
町
で
は
子
育
て

支
援
と
し
て
学
童

保
育
の
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
決
算
報
告
を
み
る

と
、
施
設
を
必
要
と
し
て

い
る
の
は
第
一
・
第
三
学

区
と
理
解
で
き
る
。
第
三

学
区
は
16
年
度
に
開
所
し

た
が
、
第
一
学
区
の
動
き

は
い
か
に
。
 

水
道
事
業
へ
の
 

 
繰
り
出
し
や
め
よ
 

石
川
　
　
保 

議
員 

問 

　
立
川
町
の
水
道

事
業
に
一
般
会
計

か
ら
繰
り
出
し
が
続
い
て

き
た
。
1
町
2
制
度
と
は

い
え
、
片
方
の
み
の
補
填

を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
し
、
繰
り
出
し
自
体
す

べ
き
で
は
な
い
。
 

　
公
営
企
業
の
本
旨
に
則

り
、
改
善
す
べ
き
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。
 

 

高
騰
す
る
選
挙
費
用
の
 

 
節
減
図
れ
 

齋
藤
　
君
夫 

議
員 

問 

　
公
職
選
挙
法
の

改
正
に
伴
な
い
、

投
票
時
間
が
2
時
間
延
長

さ
れ
た
事
を
含
め
、
時
間

外
手
当
が
旧
両
町
合
わ
せ

て
752
万
円
の
支
給
額
と
な

り
、
一
人
当
り
に
す
る
と

3
万
3
千
円
で
あ
る
。
 

　
選
挙
費
の
高
騰
が
目
に

つ
く
、
経
費
節
減
の
た
め

投
票
時
間
の
短
縮
の
考
え

は
な
い
か
。
 

 

町長 

 

　
3
月
末
を
目
途

に
、
料
金
の
一
元

化
な
ど
専
門
委
員
会
で
検

討
中
で
あ
る
。 

　
中
間
報
告
を
聞
き
な
が

ら
、
新
年
度
予
算
査
定
時

で
、
一
定
の
判
断
を
し
た

い
。 

 

町長 

 

　
大
部
分
が
職
員

の
時
間
外
に
要
す

る
支
払
い
経
費
と
な
っ
て

い
る
。 

　
投
票
時
間
の
短
縮
は
県

選
挙
管
理
委
員
会
の
指
導

の
も
と
に
今
後
対
応
す
る
。
 

 

　
16
年
度
の
財
力

指
数
0
・
384
は
昨

年
よ
り
0
・
05
よ
く
な
っ

て
お
り
（
1
に
近
い
ほ
う

が
良
い
）
県
内
2
番
目
で

あ
る
。
さ
ら
に
積
立
金
現
 

 

在
高
は
20
億
8
千
万
円
も

あ
る
。
 

　
こ
の
積
立
金
を
大
型
事

業
に
使
わ
ず
低
所
得
者
、

福
祉
、
介
護
、
教
育
等
の

負
担
が
増
え
る
方
々
の
た

め
に
活
用
す
べ
き
と
思
う

が
伺
い
た
い
。
 

本　間　 　彌 
委　員　長 

　合併前の平成16年度・17年度の一般会計
と7つの特別会計を審議する決算審査特別
委員会は委員長に本間　彌・副委員長に日
下部美雄の両議員を選任し、3日間の日程
で開かれました。 
　18名の真剣な質疑が行われ、原案通り可
決されました。 

町長 

 

　
第
一
学
区
で
施

設
を
希
望
し
て
い

る
こ
と
は
聞
い
て
い
る
。

　
学
区
内
に
設
け
る
こ
と

は
厳
し
い
状
況
か
ら
、
地

区
内
の
公
民
館
活
用
も
検

討
し
て
み
た
い
。
 

 

▲おばちゃんまーだ 



こんにちは庄内町議会です （９） 

予

算

は

正

し

く

使

わ

れ

た

か

 

松
の
消
毒
委
託
料
の
 

　
内
訳
は
な
に
か
 

長
南
　
一
美 

議
員 

問 

町長 

　
払
田
の
地
蔵
の

松
の
消
毒
1
回
、

枯
れ
防
止
剤
2
回
、
活
性

剤
散
布
1
回
、
施
肥
1
回
。

　
船
つ
な
ぎ
の
松
の
消
毒

1
回
、
枯
れ
防
止
剤
2
回
、

活
性
剤
散
布
1
回
を
平
成

16
年
、
17
年
に
実
施
し
て

い
る
。
 

 

都
市
計
画
税
の
 

　
利
用
額
明
確
に
せ
よ
 

白
幡
　
正
弘 

議
員 

問 

　
都
市
計
画
税
に

つ
い
て
は
、
目
的

税
で
あ
り
、
道
路
、
上
下

水
道
、
公
園
の
整
備
に
使

用
さ
れ
て
い
る
。
 

　
具
体
的
な
事
業
や
場
所

へ
の
支
出
額
が
長
年
明
確

に
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で

伺
い
た
い
。
 

 

児
童
遊
園
の
委
託
料
は
 

　
町
内
会
を
活
用
す
べ
き
 

小
松
　
貞
逞 

議
員 

問 

町長 
 

　
今
後
と
も
広
報

な
ど
に
よ
り
住
民

か
ら
も
理
解
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
。
 

   

電
源
交
付
金
 

　
立
谷
沢
に
限
定
せ
よ
 

村
上
　
順
一 

議
員 

問 

　
県
支
出
金
と
し

て
電
源
立
地
地
域

対
象
交
付
金
が
交
付
さ
れ

て
い
る
。
 

　
水
力
発
電
に
対
す
る
交

付
金
で
あ
り
、
立
谷
沢
地

域
に
限
定
し
た
使
い
方
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

  町長  

　
例
年
1
千
7
万

5
千
円
が
県
か
ら

交
付
さ
れ
て
い
る
。
 

　
使
い
方
に
つ
い
て
は
県

の
指
導
も
あ
り
、
限
定
さ

れ
て
は
い
な
い
が
財
政
担

当
課
と
協
議
し
検
討
し
た

い
。
 

 

　
払
田
の
地
蔵
の

松
消
毒
委
託
料
29

万
4
千
円
、
船
つ
な
ぎ
の

松
28
万
3
千
5
百
円
と
な

っ
て
い
る
。
 

　
仕
事
の
内
容
と
内
訳
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。
 

  

▲船つなぎの松（町指定の文化財） 

　
3
つ
の
児
童
遊

園
の
管
理
委
託
料

が
合
わ
せ
て
、
28
万
8
千

円
で
あ
る
。
 

　
業
者
委
託
と
な
っ
て
い

る
三
人
谷
地
遊
園
で
は
、

十
分
な
管
理
が
で
き
る
金
 

 

額
と
は
思
わ
れ
な
い
。
 

　
他
遊
園
の
よ
う
に
町
内

会
に
委
託
す
る
考
え
は
な

い
の
か
。
 

 

町長 

 

　
三
人
谷
地
遊
園

は
複
数
の
町
内
会

が
関
係
し
て
い
る
た
め
、

一
つ
の
町
内
会
に
委
託
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事

情
が
あ
る
。
 

 

▲みんなであそんでるよ 
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決
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審

査

特

別

委

員

会

 

町
税
の
徴
収
率
 

　
向
上
に
努
力
を
 

吉
宮
　
　
茂 

議
員 

町長 

 

　
地
元
の
方
々
と

話
し
合
い
を
し
、

検
討
し
て
い
く
。
 

 

問 

　
町
税
等
の
地
区

別
滞
納
残
高
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
徴
収

率
向
上
の
た
め
に
は
納
税

貯
蓄
組
合
の
組
織
は
効
果

的
で
あ
る
。
推
進
費
交
付

基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
 

羊
の
牧
場
の
 

 
環
境
整
備
図
れ
 

押
切
　
の
り
子 

議
員 

ミ
ニ
開
発
要
綱
の
3
％
の
 

　
緑
地
負
担
を
廃
止
せ
よ
 

池
田
　
勝
彦 

議
員 

問 

　
旧
余
目
町
土
地

開
発
条
例
の
中
に

1
千
㎡
以
上
の
開
発
に
つ

い
て
3
％
の
緑
地
負
担
要

綱
が
あ
る
。
庄
内
町
に
引

継
が
れ
本
町
の
み
の
負
担

で
あ
る
。
 

　
国
は
3
千
㎡
以
上
で
あ

る
の
に
、
宅
地
、
人
口
増

対
策
に
逆
行
し
て
い
る
の

で
、
廃
止
を
し
て
は
ど
う

か
。
 

 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
 

　
　
　
今
後
ど
う
す
る
 

加
藤
　
興
冶 

議
員 

問 

　
（
協
）
ギ
フ
ト

あ
ま
る
め
が
実
施

し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
発
行
事
業
に
127
万
円
助

成
し
て
い
る
が
、
内
容
は

ど
う
い
う
も
の
か
。
効
果

が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
さ

ら
に
発
展
継
続
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。
 

 

町長 

 

　
ミ
ニ
開
発
要
綱

は
鶴
岡
市
に
も
あ

る
。
存
続
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
土
地
開
発
条

例
・
要
綱
に
つ
い
て
も
充

分
な
精
査
を
致
し
た
い
。
 

 

町長  

　
お
中
元
、
歳
末

の
年
2
回
発
行
、

総
額
2
千
万
円
、
一
人
3

万
ま
で
、
713
人
が
利
用
し

て
い
る
。
 

　
立
川
地
区
で
も
取
組
む

事
を
検
討
し
て
い
く
。
 

 

町長 

 
　
立
谷
沢
地
区
13

万
2
千
円
、
清
川

地
区
243
万
4
千
円
、
狩
川

地
区
5
千
249
万
6
千
円
と

な
っ
て
い
る
。
 

　
推
進
費
の
交
付
に
つ
い

て
は
、
組
織
内
で
町
税
等

の
収
納
を
行
っ
て
い
る
団

体
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
 

  

 

問 

　
56
頭
の
羊
の
放

牧
を
行
う
に
は
、

草
の
状
態
が
悪
い
た
め
、

16
年
度
春
季
に
13
万
7
千

444
円
を
投
入
し
草
地
改
良

を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し

土
地
が
荒
れ
て
い
る
事
、
 

時
期
的
な
こ
と
も
あ
り
、

ま
だ
十
分
に
牧
草
が
育
っ

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

来
年
度
も
草
地
改
良
を
継

続
し
な
が
ら
、
三
郷
原
の

環
境
整
備
に
努
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。
 

 

▲おいしい草少ないなー（小出沼） 

▲好評のプレミアム付商品券 
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予

算

は

正

し

く

使

わ

れ

た

か

 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集
日
を
 

　
増
や
す
べ
き
 

工
藤
　
範
子 

議
員 

問 

町長 

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
収
集
状
況
を
把

握
の
上
、
収
集
業
者
と
話

し
合
い
検
討
し
た
い
。
 

 

温
暖
化
防
止
の
テ
レ
ビ
 

　
放
映
を
継
続
す
る
の
か
 

石
川
　
惠
美
子 

議
員 

問 

　
二
酸
化
炭
素
排

出
抑
制
対
策
事
業

の
中
に
、
440
万
円
計
上
で

温
暖
化
防
止
テ
レ
ビ
特
番

が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

内
容
の
事
業
で
、
こ
れ
か

ら
も
継
続
性
の
あ
る
も
の

な
の
か
伺
い
た
い
。
 

 

梵
天
閉
鎖
の
場
合
 

 
 
対
応
ど
う
な
る
 

富
樫
　
　
透 

議
員 

問 

町長 

 

　
国
の
補
助
金
を

頂
い
て
小
学
5
・

6
年
生
を
対
象
に
風
力
発

電
・
バ
イ
オ
マ
ス
・
町
民

発
電
所
な
ど
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
活
動
を
テ
レ

ビ
放
送
し
た
事
業
で
あ
る
。
 

　
補
助
金
が
あ
れ
ば
こ
れ

か
ら
も
継
続
し
た
い
。
 

    

人
口
増
対
策
に
つ
い
て
 

石
井
　
秀
夫 

議
員 

問 

　
人
口
増
の
現
象

に
歯
止
め
を
か
け
、

定
住
人
口
の
増
加
の
た
め

に
他
で
ま
ね
の
で
き
な
い
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
な

ど
で
起
業
者
へ
の
支
援
の

対
応
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
、
い
か
が
か
。
 

 町長  

　
そ
の
よ
う
な
対

応
を
可
能
に
す
る

た
め
に
も
、
地
域
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
の
設
置
を
計
画

し
て
い
る
。
 

 

　
余
目
地
区
の
ご

み
収
集
は
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
と
資
源
ゴ
ミ
は

各
種
月
2
回
、
埋
立
て
ゴ

ミ
は
1
回
と
な
っ
て
い
る
。

　
埋
立
て
ゴ
ミ
は
3
ヵ
月

に
1
回
く
ら
い
に
し
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集
を
増

や
し
て
は
ど
う
か
。
 

 

▲守ってますか収集日 

　
梵
天
の
存
続
問

題
が
大
き
な
話
題

に
な
っ
て
い
る
が
、
温
泉

環
境
整
備
補
助
金
170
万
円

は
、
今
年
も
梵
天
に
補
助

さ
れ
る
の
か
。
 

　
ま
た
、
あ
る
と
す
れ
ば

時
期
は
い
つ
頃
な
の
か
。
 

　
仮
に
、
閉
鎖
が
決
ま
っ

た
際
の
対
応
は
ど
う
な
る

の
か
。
 

 

町長 

 

　
現
時
点
で
は
、

年
度
末
に
梵
天
に

補
助
の
予
定
で
あ
る
。
 

　
臨
時
総
代
会
の
結
果
を

受
け
て
、
必
要
な
ら
町
と

し
て
も
検
討
会
を
立
ち
上

げ
た
い
。
 

 

▲梵天はどうなる 
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決

算

審

査

特

別

委

員

会

 
町長 

 

　
教
育
委
員
会
と

相
談
し
て
、
検
討

し
た
い
。
 

  問 

　
毎
年
、
春
に
な

る
と
小
学
校
で
町

長
が
一
年
生
に
ラ
ン
ド
セ

ル
を
、
贈
呈
し
て
い
る
。

今
後
庄
内
町
と
な
り
小
学

校
も
7
つ
に
な
る
た
め
、

町
長
も
大
変
か
と
思
わ
れ

る
。
 

　
ラ
ン
ド
セ
ル
は
各
小
学

校
の
校
長
先
生
が
贈
呈
し

て
は
と
思
っ
て
い
る
が
、

町
長
は
ど
の
よ
う
に
思
っ

て
い
る
の
か
。
 

　
 

ラ
ン
ド
セ
ル
贈
呈
方
法
 

　
ど
う
す
る
 

兼
古
　
幸
夫 
議
員 

町長 

 

　
法
令
等
に
照
ら

し
適
正
に
処
理
す

る
よ
う
努
め
た
い
。
 

  問 

　
費
用
流
用
及
び

予
備
費
の
充
用

（
使
用
）
に
問
題
点
が
見

受
け
ら
れ
る
。
法
令
等
を

順
守
し
、
今
後
は
適
正
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
さ
れ
た

い
。
 

費
用
活
用
、
及
び
 

予
備
費
の
充
用
適
正
に
 

田
澤
　
民
也 

議
員 

　
旧
立
川
で
は
水

道
会
計
に
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

行
っ
て
い
る
が
、
余
目
の

よ
う
に
マ
イ
ナ
ス
な
ら
欠

損
会
計
で
処
理
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
 

　
検
討
委
員
会
の

調
査
が
3
月
末
ま

で
に
は
報
告
さ
れ
る
の
で
、

そ
の
後
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。
 

こんな質問も 
　  ありました 
こんな質問も 
　  ありました 
こんな質問も 
　  ありました 

Ｑ A

　
選
挙
の
反
省
会

の
費
用
が
決
算
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
必

要
な
の
か
。
 

　
公
費
を
利
用
し

て
の
反
省
会
は
庄

内
町
に
な
っ
て
か
ら
は
、

行
な
わ
な
い
こ
と
に
し
た

い
。
 

　
反
省
会
そ
の
も
の
は
次

の
選
挙
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ

に
行
っ
て
い
く
た
め
に
は

必
要
だ
と
考
え
る
。
 

Ｑ A

　
町
長
の
交
際
費

は
旧
立
川
町
長
が

142
万
、
旧
余
目
町
長
が
72

万
の
決
算
に
な
っ
て
い
る

が
、
旧
立
川
町
長
の
交
際

費
の
中
に
、
ア
ン
デ
ス
メ

ロ
ン
26
箱
（
8
万
7
千
360

円
）
と
あ
る
が
、
ど
こ
ま

で
が
交
際
費
の
範
囲
と
な

る
の
か
。
 

　
庄
内
町
に
な
っ

て
か
ら
は
、
交
際

費
の
範
囲
を
狭
め
て
い
き

た
い
。
 

Ｑ A

　
16
年
度
か
ら
学

校
給
食
の
代
金
納

入
制
度
が
変
わ
り
、
教
育

課
に
よ
る
担
当
業
務
に
な

っ
た
。
 

　
税
金
な
ど
の
未
納
金
が

増
加
し
て
い
る
今
、
給
食

費
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
 

　
16
年
度
末
で
未

納
は
15
万
3
千
285

円
と
な
っ
て
い
る
が
、
現

在
は
1
万
44
円
に
な
っ
て

い
る
。
 

Ｑ A

▲ランドセル似合うかな！ 

▲これも交際費なの？ 

決　算決　算
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常任委員会

報告と意見

総
　
務

総
務
省

 

茨
城
県
潮
来
市 

１ 

財
政
課
題 

2 

行
政
改
革
・
行
政
評
価
 

意
　
見 

意
　
見 

視
　察
　地 

視
　察
　地 

視
　察
　地 

東
京
都
三
鷹
市 

�
三
位
一
体
改
革 

�
行
財
政
改
革
と
行
政
評

価 
�
合
併
特
例
債
及
び
過
疎

対
策
事
業
債 

 

�
合
併
に
お
け
る
行
財
政

改
革
に
つ
い
て 

 

�
住
民
参
加
型
の
基
本
計

画
策
定
に
お
け
る
数
値

目
標
設
定
と
行
政
評
価

に
つ
い
て 

▲改革の方向性を真剣に聞きいる（総務省） 

財
政
構
造
の
硬
直
化 

 

　
硬
直
化
の
原
因
は
、
両

町
で
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
施
な
ど
社
会
資
本
整

備
を
進
め
、
そ
の
財
源
と

し
て
町
債
に
依
存
し
て
き

た
こ
と
に
も
起
因
す
る
。 

　
そ
の
償
還
金
と
増
加
す

る
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

も
、
今
後
さ
ら
に
財
政
を

圧
迫
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。 

　
新
町
の
平
成
17
年
度
本

予
算
の
編
成
で
、
約
4
億

円
の
基
金
取
崩
し
を
予
定

し
た
こ
と
が
本
町
の
厳
し

い
状
況
を
示
し
て
い
る
。 

    

歳
出
5
億
円
削
減
せ
よ

　
本
町
に
お
い
て
は
合
併

効
果
は
あ
る
も
の
の
、
事

務
事
業
の
見
直
し
に
よ
る

歳
出
全
般
の
効
率
化
と
財

源
配
分
の
重
点
化
を
進
め

る
な
ど
不
断
の
努
力
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
本
町
が

今
後
と
も
持
続
可
能
な
財

政
基
盤
を
確
保
し
、
自
由

度
の
高
い
行
政
運
営
を
展

開
す
る
た
め
「
投
資
的
経

費
を
除
く
歳
出
の
五
億
円

削
減
」
を
提
言
す
る
。 

�
人
件
費
の
削
減 

�
受
益
者
負
担
の
見
直
し

を
図
る 

�
新
規
事
業
の
自
己
財
源

の
確
保 

�
合
併
特
例
債
（
基
金
分
）

の
積
み
増
を
図
る 

�
国
の
合
併
補
助
金
の
確

保 

�
財
政
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
合
わ
せ
た
財
政
運

営 

�
町
財
産
の
有
効
活
用 

�
旧
両
町
間
の
サ
ー
ビ
ス

格
差
の
是
正
を
図
る 

	
既
存
施
設
の
組
織
運
営

形
態
の
見
直
し
を
図
り

独
立
採
算
を
原
則
に
す

べ
き
で
あ
る
。 

  

分
権
型
社
会
の
構
築 

 

　
住
民
の
負
担
と
選
択
に

基
づ
き
各
々
の
地
域
に
ふ

さ
わ
し
い
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
分
権
型
社
会

シ
ス
テ
ム
に
転
換
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
し
、
事

務
事
業
の
民
間
委
託
、
給

与
・
旅
費
等
に
関
す
る
事

務
の
集
中
化
と
い
っ
た
新

た
な
取
り
組
み
や
指
定
管

理
者
制
度
等
の
活
用
を
求

め
て
い
る
。 

   

意
識
改
革
と
統
一 

 

　
行
政
評
価
は
、
住
民
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
実
現
す

る
た
め
、
行
政
の
活
動
を

評
価
し
、
そ
の
結
果
を
次

の
計
画
や
事
業
に
反
映
さ

せ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後

の
行
政
運
営
に
お
い
て
は

必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
。 

　
当
面
は
旧
余
目
町
が
取

り
組
ん
で
き
た
行
政
評
価

を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
研
修

に
よ
る
職
員
の
意
識
改
革

と
意
識
統
一
を
図
り
な
が

ら
予
算
ベ
ー
ス
で
取
り
組

む
も
の
と
し
、
予
算
と
連

動
し
た
行
財
政
シ
ス
テ
ム

の
継
続
的
な
改
革
に
つ
な

が
る
仕
組
み
を
構
築
す
べ

き
で
あ
る
。 

新たな町づくりの指針に新たな町づくりの指針に新たな町づくりの指針に
財政と行革  財政と行革  調査事件 
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常任委員会

報告と意見

産
業
建
設

宮
城
県
田
尻
町 

岩
手
県
葛
巻
町 

視
　察
　地 

視
　察
　地 

視
　察
　地 

岩
手
県
胆
沢
町 

�
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム 

 

�
農
産
加
工
の
先
進
地 

�
流
通
と
販
売 

 

�
付
加
価
値
と
就
業
の
場 

 
�
生
産
・
加
工
・
販
売
ま

　
で
の
一
貫
性 

   

�
収
益
性
の
高
い
農
業
経

営
体 

�
営
農
組
合
の
運
営
方
法 

 

　
生
産
性
の
向
上
を
目
指

し
た
農
地
の
規
模
拡
大
や

体
質
強
化
を
図
る
た
め
花

き
栽
培
の
取
り
組
み
等
経

営
の
改
善
を
進
め
て
き
た
。 

　
農
業
者
自
ら
自
立
を
求

め
る
意
識
の
向
上
は
当
然

と
し
て
も
行
政
が
明
確
な

意
志
を
も
ち
農
業
の
振
興 

・
発
展
に
役
割
を
果
す
べ

き
で
あ
る
。 

�
生
　
産 

 

　
消
費
市
場
で
は
米
を
特

別
に
栽
培
す
る
こ
と
は
特

別
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ

る
が
、
今
後
と
も
「
売
れ

る
米
づ
く
り
」
の
観
点
か

ら
土
づ
く
り
に
取
り
組
む

べ
き
で
あ
る
。 

�
加
　
工 

 

　
農
産
物
に
付
加
価
値
を

求
め
る
こ
と
は
農
家
の
み

な
ら
ず
多
方
面
に
そ
の
利

益
を
享
受
さ
せ
る
こ
と
に

な
る
。「
庄
内
町
発
信
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
い
か
に

「
こ
だ
わ
り
の
商
品
」
を

開
発
す
る
か
で
あ
る
。 

 

�
販
　
売 

 

　
本
町
の
特
産
物
の
情
報

発
信
に
つ
い
て
は
、
町
と

「
イ
グ
ゼ
あ
ま
る
め
」
が

情
報
の
共
有
化
を
図
り
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ

い
て
は
販
売
価
格
を
記
載

す
べ
き
。 

　
風
車
市
場
に
あ
っ
て
は

手
作
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
の

新
設
を
検
討
す
べ
き
。 

▲岩手県葛巻町にて 

くりの指針にくりの指針にくりの指針に

１ 

合
併
後
の
農
業
振
興 

意
　
見 

合併後の農業振興 合併後の農業振興 

�
農
業
振
興
補
助
事
業 

 

�
農
業
共
同
施
設
機
械
等

導
入
事
業
は
補
助
率
の

見
直
し
、
予
算
増
額
。 

�
農
業
用
用
排
水
路
補
修

支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

予
算
増
額
と
関
係
機
関

と
の
調
整
が
必
要
。 

 

�
農
産
物
付
加
価
値
創
造

事
業 

 

�
こ
だ
わ
り
の
商
品
・
産

地
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、

青
大
豆
栽
培
の
啓
蒙
に

努
力
。 

�
地
産
地
消
推
進
事
業 

　
学
校
給
食
に
は
こ
れ
か

ら
の
供
給
シ
ス
テ
ム
や

生
産
者
組
織
の
あ
り
方

に
検
討
が
必
要 

 
�
生
産
目
標
数
量
配
分 

 

�
平
成
19
年
度
か
ら
、
行

政
ル
ー
ト
で
の
配
分
が

無
く
な
り
、
農
業
者
、

農
業
団
体
に
よ
る
配
分

に
転
換
さ
れ
る
予
定
で

あ
り
、
18
年
度
は
関
係

団
体
と
十
分
協
議
。 

�
有
機
・
直
播
な
ど
、
引

き
続
き
減
収
率
を
考
慮

し
た
対
応
を
。 

  

�
堆
肥
生
産
セ
ン
タ
ー
の

運
営
の
強
化 

�
生
産
コ
ス
ト
が
高
い
た

め
利
用
者
に
経
済
的
な

負
担
を
強
い
て
い
る
。 

　
　
農
家
経
営
に
寄
与
す

る
に
は
、
適
正
な
供
給

単
価
を
設
置
す
る
必
要

が
あ
り
、
適
正
な
労
務

費
の
あ
り
方
、
セ
ン
タ

ー
の
稼
働
率
を
高
め
る

な
ど
努
力
し
、
運
営
の

改
善
を
。 

調査事件 
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意
　
見 

文
教
厚
生

厚
生
労
働
省
老
人
保
健
課 

総
務
省
行
政
課 

視
　察
　地 

視
　察 

先 

山
梨
県
都
留
市 

�
介
護
保
険
制
度
の
一
部

改
正
に
よ
る
課
題
調
査 

�
地
方
公
共
団
体
が
管
理

す
る
公
の
施
設
の
管
理

に
お
け
る
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
に
つ
い
て

 

 

�
介
護
予
防
の
取
り
組
み

に
つ
い
て 

視
　察
　地 

東
京
都
武
蔵
野
市
境
南 

　 �
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
の
自
主
参
加
・
自
主

企
画
・
自
主
運
営
の
活

動
状
況
と
運
営
上
の
課

題
に
つ
い
て 

▲山梨県都留市にて　「ウエルネスアクションつる」 

新たな町づ新たな町づ新たな町づ

１
社
会
教
育
施
設
運
営 

2
高
齢
者
福
祉
 

 公
民
館
の
位
置
付
け
 

　
本
町
の
社
会
教
育
施
設

に
は
公
民
館
が
7
館
あ
り
、

そ
の
中
に
中
央
公
民
館
の

機
能
を
併
せ
も
つ
狩
川
公

民
館
の
総
称
と
し
て
、
庄

内
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
各
公
民
館
の
位
置
付

け
が
検
討
課
題
で
あ
る
。
 

   �
目
的
に
合
っ
た
運
営
 

 　
社
会
教
育
施
設
を
住
民

か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
な

活
動
拠
点
と
し
て
、
利
用

さ
れ
、
目
的
達
成
の
た
め

管
理
運
営
す
る
必
要
が
あ

る
。
 

�
位
置
付
け
の
明
確
化 

 　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
は
名
称
に
ふ
さ
わ
し
い

よ
う
に
管
理
運
営
（
自
主

運
営
）
を
す
べ
き
で
あ
り
、

公
民
館
の
位
置
付
け
を
明

確
に
す
べ
き
で
あ
る
。
 

 

�
町
益
を
損
な
わ
な
い

よ
う
な
管
理
運
営 

 　
指
定
管
理
者
制
度
の
施

行
に
よ
り
、
今
後
公
的
施

設
に
お
い
て
、
制
度
の
導

入
が
行
な
わ
れ
る
　
と
思

わ
れ
る
。
 

　
町
直
営
と
指
定
管
理
者

制
度
と
を
比
較
し
た
う
え

で
、
町
益
を
損
な
わ
な
い

よ
う
に
慎
重
に
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。
 

  

　
介
護
保
険
制
度
の
改
正

に
ど
う
対
処
す
る
か
 

 　
年
々
増
加
す
る
高
齢
化

に
平
成
12
年
施
行
さ
れ
た

介
護
保
険
制
度
は
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し

た
、
持
続
可
能
な
制
度
に

す
る
た
め
、
法
律
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
平
成
18
年

9
月
に
施
行
さ
れ
る
。
健

康
寿
命
を
い
か
に
延
ば
す

か
が
課
題
で
あ
る
。
 

   �
高
齢
者
に
も
生
き
が

い
を
 

 　
高
齢
者
が
日
々
の
生
活

に
生
き
が
い
と
潤
を
も
て

る
か
が
、
こ
れ
か
ら
の
介

護
の
あ
り
方
に
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

�
近
隣
と
の
会
話 

 　
近
隣
の
人
と
の
会
話
が

安
心
し
て
過
せ
る
生
活
の

基
本
と
な
る
も
の
と
考
え

る
。
 

�
行
政
側
の
体
制
の
整

備 

 　
公
民
館
を
拠
点
と
し
た

高
齢
者
福
祉
も
考
慮
し
、

介
護
予
防
と
在
宅
介
護
・

施
設
介
護
の
位
置
付
け
を

明
確
に
し
て
、
行
政
側
の

体
制
の
整
備
を
す
べ
き
で

あ
る
。
 

   意
　
見 

公民館運営、高齢者福祉 公民館運営、高齢者福祉 調査事件 
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一
般
質
問

般
質
問
 

一
般
質
問
 

▲担い手づくりどうする 

▲一本化どうする 

う
　
よ
 

農
業
所
得
向
上
を
図
る
 

 
 
 
 
 
 
 
支
援
策
は
 

齋藤　君夫 議員 

清野　等 議員 

　
平
成
17
年
産
水
稲
の
庄

内
に
お
け
る
作
況
指
数
は

「
101
」
と
悲
喜
こ
も
ご
も

の
な
か
、
３
年
振
り
の
平

年
作
と
発
表
が
あ
り
「
米

政
策
改
革
大
綱
」
が
施
行

さ
れ
始
め
て
、
集
荷
円
滑

化
対
策
が
発
動
さ
れ
る
な

ど
生
産
者
間
の
不
合
理
と

不
安
が
生
じ
て
い
る
。
19

年
か
ら
米
を
含
め
た
品
目

横
断
的
経
営
所
得
安
定
対

策
の
導
入
を
踏
ま
え
、
現

在
講
じ
て
い
る
諸
対
策
の

整
合
性
を
図
り
つ
つ
、
所

得
向
上
が
得
ら
れ
る
水
田

農
業
ビ
ジ
ョ
ン
・
集
落
営

農
体
制
へ
の
本
町
基
幹
産

業
農
業
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
み
、
支
援
す
る
の
か
。
 

町長 

　
こ
れ
ま
で
は
、

全
農
家
を
対
象
と

し
た
支
援
措
置
を
講
じ
て

き
た
が
、
経
営
所
得
安
定

対
策
大
綱
の
中
で
は
、
担

い
手
を
対
象
に
支
援
さ
れ

る
こ
と
が
大
き
な
変
更
点

で
あ
る
。
 

　
担
い
手
と
し
て
は
、
一

定
の
要
件
を
満
た
す
認
定

農
家
、
特
定
農
業
集
団
、

特
定
農
業
団
体
も
し
く
は
、

同
等
の
条
件
を
満
た
す
組

織
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
 

　
県
・
農
協
等
関
係
機
関

団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
一
人
で
も
多
く
の
農

家
が
制
度
の
対
象
と
な
る

よ
う
な
具
体
的
な
対
応
策

を
話
し
合
う
た
め
、
各
集

落
で
の
説
明
会
を
実
施
す

る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。
 

スクールバスは 
　　　　無料にすべき 

町長 

担
い
手
中
心
に
進
め
た
い
 

歴史的経過をふまえ対応する 

　
現
在
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス

通
学
協
力
金
は
、
余
目

中
学
校
統
合
に
伴
い
導

入
し
、
そ
の
後
、
バ
ス

通
学
の
範
囲
拡
大
の
要

望
に
応
え
る
た
め
の
協

議
を
受
け
て
今
日
に
至

っ
て
い
る
。
 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い

て
は
、
協
力
金
、
運
行

期
間
、
運
行
範
囲
に
つ

い
て
現
在
１
町
２
制
度
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
合
併
協
議
に
お
い
て

３
年
を
め
ど
に
統
一
を
図

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

早
期
に
統
一
で
き
る
も
の

で
あ
れ
ば
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。
 

　
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
大

切
に
し
な
が
ら
教
育
委
員

会
の
意
向
を
踏
ま
え
対
応

す
る
。
 

　
 

平成18年2月5日号　第3号 

町長 

町長 

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
協

力
会
寄
附
金
に
つ
い
て
の

認
識
は
、
30
年
以
上
紆
余

曲
折
が
あ
り
な
が
ら
も
存

続
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

若
い
保
護
者
と
そ
の
親
ご

さ
ん
く
ら
い
の
年
齢
の
方

と
は
ま
っ
た
く
違
っ
て
い

る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利

用
に
つ
い
て
も
30
年
前
と

は
考
え
方
が
変
っ
て
き
て

い
る
。
 

　
通
学
ス
ク
ー
ル
バ
ス
懇

談
会
報
告
書
の
中
に
、
利

用
料
金
に
つ
い
て
は
義
務

教
育
費
用
の
一
部
と
し
て

捉
え
ら
れ
る
、
特
段
の
配

慮
を
願
い
た
い
と
あ
る
。

義
務
教
育
の
も
と
で
は
、

原
則
無
料
の
方
向
性
で

検
討
を
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。
 



＆ ＆ 

（17） こんにちは庄内町議会です 

一
般
質
問

般
質
問
 

一
般
質
問
 

こ
こ
が
き
き
た
い

こ
こ
が
き
き
た
い
 

こ
こ
が
き
き
た
い
 

▲山ゆりとひまわり共にきれいだな 

▲新幹線延伸なるのか 

　
山
形
新
幹
線
機

能
強
化
検
討
委
員

会
の
報
告
に
よ
る
と
、
山

形
新
幹
線
の
庄
内
延
伸
と
、

羽
越
本
線
の
新
幹
線
化
の

比
較
が
示
さ
れ
て
い
る
。
 

　
報
告
書
で
は
、
首
都
圏

と
か
観
光
面
で
考
え
た
場

合
は
、
新
潟
か
ら
来
る
方

が
有
利
で
、
山
形
新
幹
線

の
場
合
は
県
内
交
流
が
中

心
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
わ

れ
て
い
る
。
 

　
報
告
を
詳
細
に
デ
ー
タ

分
析
し
、
更
に
強
力
な
運

動
展
開
方
法
に
つ
い
て
、

酒
田
、
鶴
岡
そ
れ
に
新
庄
、

県
の
意
向
も
き
ち
っ
と
捉

え
た
上
で
対
応
を
と
考
え

て
い
る
。
 

 

山
形
新
幹
線
 

 庄
内
延
伸
の
早
期
実
現
図
れ
 

町長 

長南　一美 議員 

田澤　民也 議員 

町長 

町長 

新町にふさわしい 
　町の木・花の制定急げ 
町長 

　
県
は
12
月
8
日
庄
内
地

区
の
鉄
道
の
高
速
化
に
関

す
る
羽
越
本
線
高
速
化
調

査
と
山
形
県
新
幹
線
機
能

強
化
調
査
（
同
新
幹
線
の

庄
内
延
伸
）
の
中
間
報
告

を
ま
と
め
公
表
し
た
。
中

間
報
告
で
は
交
流
拡
大
を

目
的
と
し
た
適
合
性
の
比

較
検
討
で
、
庄
内
延
伸
を

「
県
内
交
流
拡
大
に
適
し

て
い
る
」
と
評
価
し
て
い

る
。
「
ミ
ニ
」
と
い
え
ど

も
新
幹
線
整
備
に
よ
る
庄

内
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
効
果
が
期
待
で
き
る
し
、

余
目
町
商
工
会
か
ら
庄
内

町
議
会
に
庄
内
延
伸
の
早

期
実
現
の
要
望
書
が
提
出

さ
れ
て
い
る
。
早
急
な
対

応
を
す
べ
き
。
 

デ
ー
タ
を
分
析
、
対
応
す
る
 

町民の意見を聞き進めたい 

　
町
の
木
、

町
の
花
の
制

定
に
つ
い
て
は
、
現

在
作
業
中
の
基
本
構

想
、
基
本
計
画
で
、

庄
内
町
の
進
む
べ
き

具
体
的
な
全
体
像
を

町
民
の
皆
さ
ん
に
示
し
、

理
解
を
頂
き
共
通
認
識
を

得
て
行
き
た
い
と
思
う
。
 

　
そ
の
上
で
、
制
定
の
方

法
も
含
め
、
広
く
町
民
の

み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
 

 

　
旧
余
目
町
に
は
町
の
花

ひ
ま
わ
り
・
町
の
木
松
が

あ
り
、
旧
立
川
町
に
は
町

の
花
や
ま
ゆ
り
・
町
の
木

い
ち
ょ
う
が
あ
る
が
、
今

後
新
町
に
ふ
さ
わ
し
い
選

定
が
必
要
と
考
え
る
。
 

　
旧
両
町
の
町
の
花
・
町

の
木
は
歴
史
的
背
景
も
あ

り
、
今
後
の
選
定
に
あ
た

っ
て
は
、
町
民
に
よ
る
公

募
に
よ
っ
て
決
め
る
方
法

も
あ
る
。
 

　
新
町
に
は
四
季
を
お
り

な
す
月
山
と
田
園
文
化
の

輝
く
平
野
が
あ
り
、
そ
れ

に
ふ
さ
わ
し
い
花
、
木
の

選
定
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
が
、
今

後
の
町
の
考
え
は
ど

う
か
。
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一
般
質
問

般
質
問
 

一
般
質
問
 

▲庄内町のシンボル（響ホール） 

▲各集落で座談会 

温
泉
施
設
を
文
化
の
森
構
想
に
 

　
　
　
組
み
入
れ
せ
よ
 

押切のり子 議員 

村上　順一 議員 

　
㈱
梵
天
の
温
泉
・
プ
ー

ル
事
業
は
、
健
康
・
教
育
・

町
づ
く
り
な
ど
に
、
大
き

く
貢
献
を
し
て
き
た
事
業

で
あ
る
が
、
12
月
23
日
の

臨
時
総
代
会
を
経
て
、
閉

鎖
の
見
込
み
で
あ
る
。
 

　
源
泉
は
町
に
と
っ
て
も

大
切
な
資
源
で
あ
り
、
3

月
末
ま
で
の
町
の
総
合
計

画
の
策
定
を
控
え
て
い
る

が
、
温
泉
と
し
て
町
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
「
響
ホ
ー

ル
」
に
併
設
し
、
相
乗
効

果
を
図
る
た
め
に
「
文
化

の
森
構
想
」
に
組
み
入
れ

を
す
べ
き
で
あ
る
。
 

　
ぜ
ひ
町
民
の
声
に
応
え

る
よ
う
に
検
討
を
す
べ
き

と
思
わ
れ
る
が
、
町
長
の

考
え
を
伺
い
た
い
。
 

 

町長 

　
梵
天
の
存
続
に

つ
い
て
は
、
署
名

運
動
も
行
な
わ
れ
５
千
人

も
の
署
名
が
集
ま
っ
た
と
 

   聞
い
て
い
る
。
 

　
こ
う
し
た
住
民
の
声
を

受
け
止
め
て
今
後
ど
の
よ

う
な
考
え
方
を
し
て
い
く

か
、
議
会
の
皆
さ
ん
と
も

話
し
合
い
、
よ
り
良
い
方

向
を
決
め
る
べ
き
と
思
う
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
健
康

面
か
ら
の
活
用
も
含
め
、

他
の
自
治
体
の
調
査
や
今

議
会
で
の
ご
意
見
を
参
考

に
対
応
し
た
い
。

 

経営所得安定対策 
　　　　　強化はかれ 

町長 

健
康
面
の
活
用
も
含
め
調
査
 

18年8月に構想策定したい 

　
経
営
所
得

安
定
対
策
大

綱
は
、
平
成
19
年
度

か
ら
実
施
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
平
成
18
年

８
月
頃
ま
で
は
庄
内

町
と
し
て
の
対
策
を

講
ず
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
 

　
認
定
農
業
者
と
し

て
の
要
件
を
備
え
な

が
ら
も
、
認
定
農
業
者
に

な
っ
て
い
な
い
農
家
も
あ

り
認
定
を
受
け
る
た
め
の

推
進
を
行
う
。
 

　
ま
た
、
農
業
経
営
基
盤

強
化
の
促
進
に
関
す
る
基

本
的
な
構
想
が
、
今
年
度

見
直
し
の
時
期
と
な
っ
て

い
る
。
 

　
経
営
所
得
安
定
対
策
大

綱
も
織
り
込
ん
だ
、
庄
内

町
と
し
て
の
基
本
構
想
の

策
定
を
考
え
て
い
る
。
 

 

平成18年2月5日号　第3号 

町長 

町長 

　
平
成
19
年
産
か
ら
認
定

農
業
者
や
集
落
営
農
組
織

と
い
っ
た
担
い
手
を
対
象

と
し
た
新
た
な
「
経
営
所

得
安
定
対
策
」
に
変
わ
る

こ
と
に
な
る
。
全
農
家
を

対
象
に
し
て
き
た
が
品
目

ご
と
の
価
格
政
策
か
ら
、

担
い
手
主
体
の
経
営
政
策

へ
見
直
さ
れ
る
。
対
象
と

な
る
担
い
手
の
育
成
・
確

保
す
る
取
り
組
み
、
集
落

営
農
の
推
進
へ
の
支
援
、

ま
た
生
産
目
標
数
量
の
配

分
が
行
政
か
ら
農
業
者
団

体
に
移
行
す
る
需
給
調
整

シ
ス
テ
ム
に
変
わ
る
。
 

　
町
と
し
て
こ
れ
ら
の
取

組
み
に
今
後
ど
の
よ

う
に
対
応
さ
れ
る
の

か
。
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（19） こんにちは庄内町議会です 

一
般
質
問

般
質
問
 

一
般
質
問
 

こ
こ
が
き
き
た
い

こ
こ
が
き
き
た
い
 

こ
こ
が
き
き
た
い
 

▲楽しく健康になれるよ 

▲開発が待たれる四ツ興野地区 

　
四
ツ
興
野
の
開

発
に
つ
い
て
は
、

人
口
増
対
策
に
は
プ
ラ
ス

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
ま
で
課
題
と
さ
れ
て
き

た
進
入
路
な
ど
が
国
営
事

業
と
の
絡
み
と
合
わ
せ
、

非
常
に
プ
ラ
ス
な
面
の
働

き
が
出
て
き
て
お
り
、
ネ

ッ
ク
に
な
っ
て
い
た
も
の

が
解
決
さ
れ
れ
ば
、
非
常

に
や
り
易
く
な
る
と
思
う
。
 

　
区
画
整
理
法
に
基
づ
く

法
的
手
続
き
、
道
路
、
下

水
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
含
め
積

極
的
に
支
援
し
て
い
き
た

い
。
 

 

四
ツ
興
野
開
発
を
支
援
せ
よ
 

町長 

工藤　範子 議員 

小林　清悟 議員 

町長 

町長 

源泉確保に基金活用せよ 

町長 

　
今
回
の
構
想
は
、
四
ツ

興
野
地
区
だ
け
で
な
く
藤

原
野
地
区
を
含
む
一
帯
を
、

土
地
区
画
整
理
事
業
で
宅

地
開
発
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

　
用
途
地
域
や
余
目
堰
の

改
良
工
事
な
ど
と
の
関
係

で
、
四
ツ
興
野
地
区
先
行

で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の
地
区
は
、
平

成
5
年
に
開
発
促
進
の
請

願
が
出
さ
れ
議
会
で
採
択

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

進
入
路
の
問
題
で
開
発
が

進
ま
ず
に
い
た
が
、
今
回

解
決
で
き
る
状
況
に
あ
る
。
 

　
新
た
な
住
宅
団
地
構
想

で
、
若
者
定
住
政
策
や
人

口
増
対
策
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
り
、
町
の
支
援
に

つ
い
て
町
長
の
考
え
を
伺

い
た
い
。
 

課
題
解
決
し
、
支
援
し
た
い
 

梵天の考え把握し、対応したい 

　
経
営
主
体

で
あ
る
㈱
梵

天
の
考
え
方
を
尊
重

し
な
が
ら
、
現
在
行

わ
れ
て
い
る
署
名
運

動
で
５
千
人
以
上
の

署
名
者
が
お
ら
れ
る

と
い
う
事
も
あ
り
㈱

梵
天
の
今
後
の
運
営

に
対
す
る
考
え
方
が
ど
の

よ
う
に
な
る
か
も
見
て
行

き
た
い
。
 

　
こ
れ
ま
で
身
近
に
あ
っ

た
町
民
の
憩
い
の
施
設
が
、

生
き
か
い
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
も
理
解
で
き
る

の
で
、
こ
れ
ら
を
総
合
的

に
考
え
て
い
く
こ
と
が
こ

れ
か
ら
の
課
題
と
捉
え
て

い
る
。
 

 

　
梵
天
の
温
泉
と
プ
ー
ル

事
業
は
廃
止
と
の
こ
と
、

町
は
こ
れ
ま
で
温
泉
開
業

時
、
ふ
る
さ
と
基
金
か
ら

2
千
400
万
円
を
支
出
し
て

い
る
。
ま
た
、
毎
年
70
才

以
上
の
方
に
は
、
一
人
5

枚
の
入
浴
無
料
券
を
発
行

し
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
現
在
あ
る
「
温
泉
環
境

施
設
等
整
備
基
金
」
、
3

千
700
万
円
を
活
用
し
て
、

源
泉
を
止
め
な
い
よ
う
に

働
き
か
け
を
す
べ
き
で
あ

る
。
新
た
に
源
泉
を
掘
削

す
る
と
、
約
8
千
万
円
以

上
の
費
用
が
か
か
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
 

　
現
在
、
存
続
活
動

の
署
名
が
さ
れ
て
い

る
が
、
町
と
し
て
も

何
ら
か
の
支
援
で
き

な
い
か
。
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一
般
質
問

般
質
問
 

一
般
質
問
 

空
店
舗
対
策
を
急
げ
 

皆川　満也 議員 

石井　秀夫 議員 

　
庄
内
の
中
央
に
イ
オ
ン

三
川
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
が
出
来
て
間
も
な
く
、

そ
の
北
側
に
新
た
な
Ｓ
Ｃ

「
ア
ク
ロ
ス
プ
ラ
ザ
三
川
」

と
「
ル
・
パ
ー
ク
み
か
わ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
」

が
11
月
以
降
、
次
々
と
開

店
し
た
。
 

　
イ
オ
ン
三
川
Ｓ
Ｃ
を
含

め
た
開
発
面
積
は
約
32
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
、
全
国
で
も

2
番
目
に
広
大
な
商
業
集

積
地
と
な
り
、
三
川
に
隣

接
す
る
酒
田
、鶴
岡
、旧
余

目
の
集
客
力
は
さ
ら
に
落

ち
込
む
事
が
予
測
さ
れ
る
。
 

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化

へ
の
取
り
組
み
、
本
町
商

店
の
空
店
舗
が
今
後
ま
す

ま
す
増
え
、
こ
れ
ら
の
対

策
は
。
 

町長 

　
大
規
模
店

舗
出
店
に
伴

う
既
存
商
店
街
の
活

性
化
対
策
は
、
全
国

的
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
そ

の
中
で
も
頑
張
っ
て

い
る
事
例
も
あ
り
、

実
際
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
の
研
究

な
ど
を
行
う
必
要
が

あ
る
。
 

　
今
ま
で
見
て
み
る

と
大
型
店
と
は
違
っ

た
魅
力
を
、
い
か
に

出
し
て
い
く
か
が
ポ

イ
ン
ト
だ
と
思
う
。

　
庄
内
町
の
余
目
地
区
は
、

飲
食
店
が
集
積
さ
れ
て
お

り
、
利
便
性
を
い
か
に
生

か
す
か
を
考
え
て
飲
食
店

の
マ
ッ
プ
も
作
成
し
た
。

魅
力
あ
る
商
店
づ
く
り
、

専
門
店
づ
く
り
を
国
の
支

援
を
受
け
進
め
た
い
。
 

水槽設置で水害対策図れ 

町長 

ポ
イ
ン
ト
は
独
自
の
魅
力
づ
く
り
 

本当に必要なのかを検討したい 

　
東
京
都
が

水
害
対
策
と

し
て
地
下
に
大
き
な

調
正
池
を
作
っ
て
い

る
こ
と
は
知
っ
て
い

る
。
で
は
庄
内
町
に

あ
の
大
規
模
な
施
設

が
作
れ
る
か
、
ま
た
、

必
要
な
の
か
と
い
う

点
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
 

　
施
設
と
し
て
は
、
雨
量

な
ど
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
財
源
が
ど
の
程

度
必
要
か
、
ま
た
、
そ
れ

に
変
わ
る
対
応
策
は
な
い

も
の
か
。
新
た
な
提
案
で

あ
り
時
間
を
頂
い
て
検
討

し
た
い
。
 

  

平成18年2月5日号　第3号 

町長 

町長 

　
茶
屋
町
商
店
街
や
周
辺

の
一
部
住
宅
の
水
害
対
策

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

に
も
課
題
と
さ
れ
て
き
た

が
、
現
在
ま
で
、
一
向
に

改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
 

　
店
内
に
浸
水
す
る
場
所

は
、
周
辺
よ
り
も
低
く
な

っ
て
い
る
。
改
善
策
と
し

て
防
火
貯
水
槽
の
設
置
は

ど
う
か
。
旧
保
育
所
の
跡

地
も
あ
り
、
火
災
に
も
対

応
で
き
る
。
 

　
14
ｔ
ク
ラ
ス
の
水
槽
2

個
分
も
あ
れ
ば
対
応
で
き

る
と
思
う
が
ど
う
か
。
 

▲連日盛況の三川ショッピングセンター街 

▲災害には万全の備えを 
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一
般
質
問

般
質
問
 

一
般
質
問
 

こ
こ
が
き
き
た
い

こ
こ
が
き
き
た
い
 

こ
こ
が
き
き
た
い
 

　
余
目
地
区
の
幼

稚
園
給
食
は
、
旧

町
教
育
委
員
会
で
は
現
場

の
先
生
方
と
、
何
回
か
協

議
し
て
き
た
経
過
が
あ
る
。
 

　
そ
の
折
、
特
に
強
く
出

さ
れ
た
意
見
は
、
幼
稚
園

か
ら
給
食
の
場
合
は
、
親

の
朝
の
仕
事
は
軽
減
さ
れ

る
も
の
の
、
弁
当
を
通
し

て
親
の
ぬ
く
も
り
や
、
愛

情
を
感
じ
な
い
で
終
わ
る

事
は
い
か
が
な
も
の
か
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
 

　
現
在
、
施
設
的
に
も
困

難
な
こ
と
か
ら
１
町
２
制

度
で
進
ん
で
い
る
が
、
園

児
の
数
の
減
少
や
、
保
育

園
と
の
か
か
わ
り
も
あ
り

今
後
検
討
し
た
い
。
 

 

幼
稚
園
お
か
ず
給
食
の
 

　
　
一
元
化
を
図
る
べ
き
 

教委長 

本間　　彌 議員 

石川惠美子 議員 

町長 

希望する保育園へ 
　　　　入園可能か 
町長 

　
立
川
地
区
で
の
幼
稚
園

に
於
て
は
、
学
校
給
食
調

理
場
か
ら
の
配
食
に
よ
る
、

お
か
ず
給
食
だ
が
、
余
目

地
区
の
幼
稚
園
で
は
行
な

わ
れ
て
な
い
。
 

　
幼
児
期
は
食
習
慣
の
基

礎
づ
く
り
と
し
て
の
食
事

の
大
切
さ
を
教
え
る
時
期

で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
食

生
活
は
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
、

将
来
の
生
活
習
慣
病
な
ど

の
発
症
に
つ
な
が
る
点
か

ら
も
健
全
化
を
図
り
、
積

極
的
な
食
へ
の
取
り
組
み

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
 

　
同
じ
町
の
幼
児
の
取
り

扱
い
と
し
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。
 

教
育
と
効
率
を
検
討
し
た
い
 

条件が合えば可能 

　
保
育
園
へ

の
入
所
は
、

児
童
福
祉
法
で
定
め

る
保
育
に
欠
け
る
児

童
が
入
所
で
き
る
事

と
な
っ
て
い
る
。
　

　
こ
の
入
所
基
準
を

満
た
し
、
町
内
の
希

望
す
る
保
育
園
が
空

い
て
い
れ
ば
入
所
は

可
能
で
あ
る
。
 

　
希
望
保
育
園
が
満
員
の

場
合
で
か
つ
町
内
施
設
で

対
応
で
き
な
い
場
合
、
勤

務
の
関
係
で
他
の
市
町
村

の
保
育
園
を
希
望
す
る
場

合
は
、
他
の
市
町
村
の
保

育
園
に
委
託
保
育
と
い
う

こ
と
で
預
か
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
 

 

　
少
子
化
対
策
が
大
き
な

社
会
問
題
の
な
か
で
、
希

望
す
る
保
育
園
に
入
園
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
保

護
者
に
と
っ
て
大
き
な
喜

び
で
あ
る
。
 

　
子
育
て
は
、
団
体
生
活

の
体
験
、
地
域
社
会
の
中

で
多
く
の
子
供
達
と
ふ
れ

あ
い
な
が
ら
育
て
ら
れ
る

こ
と
が
、
将
来
、
社
会
生

活
を
営
む
上
で
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
 

　
町
は
、
子
育
て
支
援
と

合
せ
、
希
望
さ
れ
る
保
育

施
設
に
入
園
で
き
る
よ
う
、

施
設
の
有
効
利
用
を
は
か

る
べ
き
で
は
。
 

教育 
委員長 

▲楽しそうだね（立川保育園） 

▲おいしそうな給食だね（立川保育園） 
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一
般
質
問

般
質
問
 

一
般
質
問
 

▲特産品はなに（アンテナショップ） 

▲梵天問題　町民はどう思う 

戦
略
的
Ｔ
Ｍ
Ｏ
で
 

　
　
　
活
性
化
す
べ
き
 

富樫　透 議員 

石川　保 議員 

　
Ｔ
Ｍ
Ｏ
（
中
心
市
街
地

活
性
化
）
の
一
環
と
し
て
、

余
目
駅
構
内
に
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
が
開
店
し
た
。
 

　
経
営
に
あ
た
っ
て
は
、

高
校
生
・
旅
行
者
な
ど
の

顧
客
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
季

節
感
あ
ふ
れ
る
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
や
商
品
配
置
、
特
産

品
開
発
、
広
報
戦
略
、
流

通
な
ど
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
能
力
が
必
要
と
思
う
が
、

今
後
の
予
定
は
ど
う
か
。
 

　
ま
た
Ｔ
Ｍ
Ｏ
全
体
と
し

て
の
事
業
展
開
・
組
織
体

制
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の

か
。
同
時
に
、
総
合
計
画

と
の
整
合
性
や
優
先
順
位
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明
確
に

す
べ
き
と
思
う
が
い
か
が

か
。
 

町長 

　
Ｔ
Ｍ
Ｏ
設
立
後
、

「
味
の
便
り
」
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
、
J
R

余
目
駅
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
の
開
設
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
開
設
等
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
今
後
の
進
め

方
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
無
料
診
断
制

度
も
活
用
し
な
が
ら
、
個

別
の
相
談
会
や
診
断
を
参

考
に
し
な
が
ら
更
に
改
善

を
図
り
た
い
。
 

　
Ｔ
Ｍ
Ｏ
全
体
の
事
業
展

開
に
つ
い
て
は
、
社
長
以

下
12
名
の
取
締
役
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
分
担
を
決
め
体

制
作
り
を
し
、
事
務
局
体

制
の
充
実
も
図
っ
て
進
め

て
い
る
。
 

梵天問題 
　　検討委員会設置せよ 

町長 

改
善
と
充
実
図
り
た
い
 

課題を整理し検討したい 

梵
天
の
開
設

以
来
、
町
民

の
体
力
づ
く
り
や
、

健
康
づ
く
り
に
寄
与

し
て
き
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
こ
と
と
思

わ
れ
る
。
 

　
ま
た
、
町
の
活
性

化
に
お
い
て
も
時
代

の
変
遷
は
あ
り
な
が

ら
も
寄
与
し
て
き
た
も
の

と
理
解
し
て
い
る
。
検
討

委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
意

見
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、

一
つ
一
つ
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
対
応
す
る
場
合

の
方
法
に
つ
い
て
も
色
々

な
手
法
が
あ
り
、
課
題
を

整
理
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。
 

 

 

平成18年2月5日号　第3号 

町長 

町長 

　
株
式
会
社
梵
天
が
経
営

難
に
よ
り
、
平
成
18
年
3

月
末
を
も
っ
て
解
散
し
、

温
泉
・
プ
ー
ル
の
2
事
業

が
廃
止
予
定
で
あ
る
。
 

　
年
間
の
利
用
者
は
温
泉

が
10
万
人
、
プ
ー
ル
は
7

万
人
を
超
え
て
い
る
。
経

済
効
果
な
ど
果
し
て
き
た

役
割
は
大
き
い
と
思
う
が
、

ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。
 

　
ま
た
、
5
千
人
以
上
の

署
名
が
提
出
さ
れ
、
事
業

存
続
を
求
め
る
声
も
多
い
。

総
合
計
画
策
定
を
控
え
、

町
と
し
て
ど
う
関
わ
れ
る

か
な
ど
、
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
調
査
・
研

究
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
い
か
が

か
。
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一
般
質
問

般
質
問
 

一
般
質
問
 

こ
こ
が
き
き
た
い

こ
こ
が
き
き
た
い
 

こ
こ
が
き
き
た
い
 

▲笠山のシンボル風車 

▲いろいろな方法で住居表示 

　
風
車
村
は
、
４

月
か
ら
11
月
ま
で

は
月
曜
日
を
休
館
日
と
し
、

12
月
か
ら
３
月
ま
で
は
町

条
例
の
休
日
を
休
館
日
と

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

４
月
か
ら
11
月
の
８
ヵ
月

間
の
土
・
日
曜
日
は
２
人

勤
務
と
し
て
総
員
４
人
体

制
で
運
営
し
て
い
る
。
 

　
現
在
の
来
館
者
の
状
況

か
ら
す
れ
ば
現
状
体
制
が

必
要
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
れ
か
ら
業
務
を
一
つ
一

つ
見
直
す
行
財
政
改
革
と

も
関
連
が
あ
り
、
職
員
で

対
応
す
る
の
か
、
民
間
に

委
託
で
き
な
い
か
な
ど
、

体
制
に
つ
い
て
は
こ
れ
か

ら
の
検
討
課
題
と
な
る
。
 

 

風
車
村
の
 

　
職
員
削
減
を
考
え
る
べ
き
 

町長 

小松　貞逞 議員 

齋藤　二三 議員 

町長 

町長 

わかりやすい住居表示 
　　　　　職員対応で急げ 
町長 

　
風
車
村
の
職
員
は
、
現

在
の
体
制
で
行
く
の
か
。

今
の
体
制
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の

理
由
は
何
か
。
 

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
、

こ
の
風
車
村
事
業
は
継
続

し
て
行
く
の
か
。
 

　
今
の
風
車
村
の
現
況
で

は
、
職
員
数
は
多
い
と
思

う
が
、
経
費
削
減
の
た
め

に
も
職
員
の
減
少
を
考
え

る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。
 

 

行
革
の
中
で
検
討
し
た
い
 

職員で地域に合せ対応したい 

　
住
居
表
示

の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
合
併
と

い
う
機
会
を
捉
え
調

査
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
現
在
、
町
の
大

字
、
小
字
の
状
況
を

調
査
し
地
域
の
規
模

な
ど
か
ら
方
向
と
手

順
を
検
討
し
て
い
る
。
 

　
今
後
の
作
業
と
し

て
は
、
職
員
で
の
対
応
を

考
え
て
お
り
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
対
す
る
説
明
等
の

業
務
量
を
調
査
し
、
新
年

度
の
人
事
異
動
も
含
め
検

討
し
て
い
る
。
 

　
手
法
と
し
て
は
、
地
方

自
治
法
と
住
居
表
示
に
関

す
る
法
律
に
よ
る
方
法
が

あ
る
が
、
地
域
の
状
況
に

応
じ
て
適
切
な
選
択
を
し

た
い
。
 

 

　
旧
大
字
余
目
地
の
住
居

表
示
が
、
大
変
わ
か
り
づ

ら
い
。
 

　
「
字
」
区
分
が
余
り
に

も
広
い
こ
と
や
、
表
町
・

茶
屋
町
な
ど
の
通
称
が
日

常
的
に
使
用
さ
れ
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
町
内
会
が
組

織
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
、
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
新
し
い
住
居
表
示

は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
克

服
し
、
わ
か
り
や
す
い
区

割
を
行
う
べ
き
で
あ
る
が
、

外
部
委
託
に
す
れ
ば
相
当

な
費
用
が
必
要
と
思
わ
れ

る
。
 

　
町
の
財
政
も
厳
し
い
折
、

職
員
で
取
り
組
め
な

い
も
の
か
伺
い
た
い
。
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一
般
質
問

般
質
問
 

一
般
質
問
 

▲活性化またれる商店街（茶屋町） 

▲私達も利用してるヨ 

Ｔ
Ｍ
Ｏ
推
進
の
 

　
　
　
着
眼
点
は
何
か
 

白幡　正弘 議員 

兼古　幸夫 議員 

　
中
心
市
街
地
活
性
化
事

業
（
Ｔ
Ｍ
Ｏ
）
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
早
急
な
対
応

が
必
要
で
あ
る
。
今
後
一

番
の
着
眼
点
は
何
か
を
伺

い
た
い
。
 

　
現
在
の
流
れ
と
し
て
は

広
範
囲
に
わ
た
り
、
色
々

な
ゾ
ー
ン
と
し
て
計
画
目

標
が
多
面
に
わ
た
っ
て
い

る
。
本
来
の
中
心
商
店
街

旧
47
号
線
の
発
展
整
備
を

計
り
、
安
心
・
安
全
な
歩

道
整
備
を
含
め
、
環
境
の

整
備
を
特
に
急
ぐ
必
要
が

あ
る
。
 

　
余
目
駅
舎
内
Ｔ
Ｍ
Ｏ
シ

ョ
ッ
プ
が
ス
タ
ー
ト
し
、

4
月
設
立
し
た
（
株
）
イ

グ
ゼ
あ
ま
る
め
は
、
町
民

か
ら
の
期
待
が
大
き
い
。
 

　
現
況
に
つ
い
て
は
ど
う

か
、
伺
い
た
い
。
 

　
Ｔ
Ｍ
Ｏ
に
つ
い

て
は
、
早
急
な
推

進
を
進
め
て
き
て
お
り
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

中
心
に
展
開
し
て
い
る
。

も
と
も
と
は
中
心
市
街
地

の
空
洞
化
を
防
ぐ
目
的
で

あ
り
、
そ
れ
に
沿
っ
た
事

業
を
行
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
る
。
 

　
こ
れ
ま
で
数
度
に
わ
た

っ
て
町
の
商
店
街
活
性
化

計
画
が
練
ら
れ
て
き
た
が
、

実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
苦

い
経
験
も
あ
り
、
民
間
の

知
恵
と
力
を
活
用
す
る
形

で
進
め
て
い
る
。
 

　
多
く
の
町
民
か
ら
出
資

を
頂
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

極
め
て
公
益
性
の
あ
る
組

織
と
感
じ
て
い
る
。
 

町で梵天温泉・プールの 
　　　　　　　継続を 
町長 

民
間
の
知
恵
と
力
を
活
用
 

将来性をふまえ考えたい 

平成18年2月5日号　第3号 

町長 

町長 

　
梵
天
の
湯
は
、
老
人
達

の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
プ
ー
ル
に
つ

い
て
も
子
供
達
約
700
名
が
、

一
生
懸
命
練
習
に
励
ん
で

い
る
が
、
梵
天
の
経
営
が

厳
し
い
こ
と
か
ら
閉
鎖
に

な
る
と
聞
い
て
い
る
。
 

　
町
で
も
厳
し
い
財
政
と

は
思
う
が
、
節
約
す
る
処

は
節
約
す
る
な
ど
し
て
日

本
一
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

標
に
掲
げ
て
い
る
原
田
町

長
と
し
て
、
ご
長
寿
日
本

一
・
教
育
ス
ポ
ー
ツ
日
本

一
を
達
成
す
る
た
め
に
も
、

町
と
し
て
こ
の
事
業
が
継

続
で
き
な
け
れ
ば
日
本
一

も
難
し
い
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
伺
い
た
い
。
 

 

　
温
泉
事
業

に
つ
い
て
は
、

経
営
面
な
も
の
だ
け

で
な
く
、
ま
ち
づ
く

り
に
、
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
と
し
て
ど
の
よ

う
な
要
素
が
あ
る
か

を
考
え
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
 

　
そ
し
て
対
応
策
に

つ
い
て
住
民
に
説
明

し
、
多
数
の
方
か
ら
納
得

し
て
い
た
だ
け
る
か
が
重

要
と
考
え
る
。
そ
の
説
明

責
任
が
果
た
せ
な
い
中
で

は
お
金
を
使
う
こ
と
は
で

き
な
い
。
継
続
す
る
と
し

て
も
今
、
良
け
れ
ば
い
い

と
い
う
の
で
は
な
く
、
将

来
性
を
見
越
し
た
中
で
の

経
営
的
な
感
覚
を
持
ち
な

が
ら
、
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
 

町長 
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（25） こんにちは庄内町議会です 

一
般
質
問

般
質
問
 

一
般
質
問
 

こ
こ
が
き
き
た
い

こ
こ
が
き
き
た
い
 

こ
こ
が
き
き
た
い
 

▲スズメバチの巣 

▲いらっしゃいませ（アピア内） 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
の
数
値
か
ら

判
断
し
た
場
合
、
施
設
が

あ
っ
た
場
合
と
な
い
場
合

を
比
較
す
れ
ば
、
あ
っ
た

方
が
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
 

　
ま
た
、
プ
ラ
ス
、
マ
イ

ナ
ス
で
の
影
響
も
団
体
、

組
織
、
商
店
の
経
営
状
況

に
も
よ
る
の
で
数
字
だ
け

で
は
判
断
す
る
こ
と
は
控

え
た
い
。
 

　
温
泉
活
用
に
つ
い
て
も
、

医
療
費
削
減
や
、
介
護
予

防
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
点

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
実

例
も
あ
り
、
庄
内
町
と
し

て
い
か
に
す
べ
き
か
考
え

た
い
。
 

  

梵
天
事
業
閉
鎖
に
 

　
　
町
の
早
急
な
対
応
を
 

町長 

小野　一晴 議員 

齋藤　禎 議員 

町長 

町長 

命の備え万全に 

町長 

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討
 

まずは対応を周知したい 

　
ス
ズ
メ
バ

チ
に
刺
さ
れ

た
場
合
、
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク

で
軽
症
の
場
合
は
じ

ん
麻
疹
・
呼
吸
困
難
・

あ
る
い
は
胸
が
苦
し

く
な
る
な
ど
の
症
状

に
な
り
、
重
症
の
場
合
は

意
識
を
失
う
・
血
圧
低
下
・

呼
吸
困
難
に
陥
る
こ
と
が

あ
る
。
 

　
刺
さ
れ
た
場
合
は
、
で

き
る
だ
け
近
く
の
医
療
機

関
で
受
診
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
肝
要
と
思
わ
れ
る
。

　
今
後
、
時
期
を
見
計
ら

い
な
が
ら
、
町
の
広
報
な

り
を
使
い
周
知
活
動
に
努

め
た
い
。
 

  

　
ス
ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ
れ

る
と
、
数
分
か
ら
一
時
間

以
内
に
生
命
を
脅
か
し
う

る
急
性
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

を
起
す
可
能
性
が
あ
る
。
 

　
こ
の
一
刻
を
争
う
状
態

に
陥
っ
た
際
に
、
緊
急
対

応
す
る
た
め
に
自
分
で
補

助
治
療
剤
を
注
射
す
る
緊

急
処
置
キ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
か
け
が
え
の
無
い
命
を

守
る
た
め
に
、
事
故
の
起

る
可
能
性
が
高
い
所
の
施

設
へ
の
常
備
や
、
町
民
に

対
す
る
情
報
の
提
供
が
必

要
で
は
な
い
か
。
 

　
ま
た
、
こ
の
緊
急
処
置

キ
ッ
ト
は
保
健
の
対
象
に

な
っ
て
お
ら
ず
、
町

と
し
て
の
助
成
が
必

要
で
は
な
い
か
。
 

　
こ
れ
ま
で
、
梵
天
事
業

が
町
の
経
済
に
与
え
た
効

果
は
、
計
り
知
れ
な
く
大

き
な
も
の
が
あ
る
。
年
間

10
万
人
以
上
の
温
泉
利
用

者
、
700
人
を
超
え
る
会
員

の
プ
ー
ル
利
用
者
は
7
万

人
を
越
え
、
町
の
賑
わ
い

を
形
成
し
て
い
る
。
 

　
独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
と
、
Ａ
コ
ー
プ
・
ア

ピ
ア
の
利
用
者
の
9.4
％
は

梵
天
の
利
用
者
で
あ
り
、

来
店
者
の
30
％
が
プ
ー
ル
、
   温

泉
利
用
者
で
あ
る
商
店

も
あ
っ
た
。
 

　
梵
天
事
業
が
閉
鎖
さ
れ

れ
ば
経
済
的
な
損
失
は
大

き
く
、
町
と
し
て
も
早
急

な
対
応
が
必
要
で
あ
る
が

い
か
が
か
。
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一
般
質
問

般
質
問
 

一
般
質
問
 

▲ニーズ高まるシルバー作業 

▲ゆったりスペースの立川支所 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
　
対
応
ど
う
な
る
 

加藤　興冶 議員 

吉宮　茂 議員 

　
庄
内
町
余
目
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
、
同
立
川

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
今
後
の
事
業
運
営
に
対

す
る
町
の
支
援
に
つ
い
て
 

�
 
町
長
は
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
意
義
、
役

割
を
ど
の
よ
う
に
認
識
さ

れ
て
い
る
か
。
 

�
 
両
セ
ン
タ
ー
と
も
、

1
町
1
組
織
2
拠
点
で
の

運
営
を
望
ん
で
い
る
が
、

町
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
 

�
 
町
発
注
の
事
業
の
継

続
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
 

�
　
両
セ
ン
タ
ー
の
統
合
、

法
人
化
に
対
す
る
町
の
考

え
方
は
ど
う
か
。
 

町長 

　
雇
用
状
況
の
厳

し
い
中
で
雇
用
の

確
保
・
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
の
面
で
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
 

　
事
業
運
営
に
つ
い
て
は
、

組
織
内
で
話
し
合
い
を
し

て
、
決
め
て
い
た
だ
く
の

が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。
 

　
町
発
注
の
事
業
は
、
基

本
的
に
は
今
の
状
況
が
続

く
と
考
え
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
統
合
と
法
人
化

に
つ
い
て
は
、
同
時
に
解

決
し
た
い
旨
、
統
合
役
員

会
で
出
さ
れ
て
い
る
と
聞

く
が
、
課
題
も
大
き
い
こ

と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
解
決

し
て
い
く
こ
と
も
対
応
方

法
か
と
考
え
て
い
る
。
 

 

立川地域の空洞化防げ 

町長 

統
合
後
の
推
移
見
守
り
た
い
 

新年度に人事、組織と検討 

　
現
在
の
職

員
定
数
・
人

事
配
置
・
機
構
等
に

つ
い
て
、
議
会
か
ら

相
当
な
議
論
を
い
た

だ
き
立
川
地
区
の
方
々

の
想
い
も
入
れ
な
が

ら
、
結
論
に
至
っ
た

点
を
理
解
し
て
欲
し

い
。
 

　
し
か
し
、
そ
の
時

点
で
想
定
で
き
な
か
っ
た

部
分
、
今
後
の
庄
内
町
を

考
え
何
が
必
要
か
を
含
め

て
、
12
月
1
日
の
人
事
異

動
を
行
っ
て
き
た
。
 

　
4
月
に
は
、
人
事
異
動

を
含
め
組
織
の
改
革
も
考

え
て
お
り
、
議
員
の
質
問

も
そ
れ
を
捉
え
て
の
質
問

と
理
解
し
て
い
る
。
議
員

の
気
持
ち
を
も
汲
み
な
が

ら
考
え
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。
 

平成18年2月5日号　第3号 

町長 

町長 

　
昭
和
の
合
併
で
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
役
場
本
庁

舎
所
在
地
を
中
心
に
、
商

業
、
工
業
部
内
の
取
扱
高

減
少
が
顕
著
に
な
り
、
そ

れ
が
ひ
い
て
は
地
域
の
空

洞
化
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
 

　
関
係
機
関
、
団
体
と
の

連
携
し
た
取
り
組
み
に
よ

っ
て
は
、
攻
め
の
姿
勢
を

確
立
す
る
こ
と
が
可
能
と

考
え
る
。
 

　
新
町
調
整
課
の
名
称
は

と
も
か
く
、
こ
の
中
に
農

林
、
商
工
業
部
内
を
網
羅

し
、
新
ま
ち
づ
く
り
計
画

に
基
づ
く
、
土
地
の
有
効

利
用
、
総
合
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。
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（27） こんにちは庄内町議会です 

一
般
質
問

般
質
問
 

一
般
質
問
 

こ
こ
が
き
き
た
い

こ
こ
が
き
き
た
い
 

こ
こ
が
き
き
た
い
 

▲子供でにぎわう公園 

▲夏場はいつも予約がいっぱい 

　
人
口
の
減
少
は
、

寂
し
さ
を
感
ず
る

と
同
時
に
、
活
性
化
が
失

わ
れ
る
一
つ
の
要
因
に
も

な
る
と
思
う
。
 

　
今
後
は
、
定
住
人
口
・

交
流
人
口
を
い
か
に
増
や

す
か
が
課
題
で
あ
り
、
新

町
の
素
晴
ら
し
い
宝
物
を

見
出
し
、
観
光
や
産
業
振

興
の
面
か
ら
総
合
計
画
に

位
置
づ
け
た
い
。
 

 
住
宅
政
策
は
、
団
塊
の

世
代
の
方
々
が
定
年
退
職

を
迎
え
る
と
い
う
時
代
に
、

Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｊ
タ
ー
ン
も

視
野
に
考
え
た
い
。
 

 
受
益
と
負
担
は
、
行
政

の
や
る
べ
き
範
囲
を
整
理

し
な
が
ら
、
政
策
的
に
他

市
町
村
と
の
差
別
化
を
図

り
な
が
ら
進
め
た
い
。
 

 

人
口
増
対
策
を
急
げ
 

町長 

日下部美雄 議員 

梅木　隆 議員 

町長 

町長 

「森森」の利用拡大に 
　　　　　体制整備を 
町長 

差
別
化
図
り
進
め
た
い
 

北月山荘も含め調整図りたい 

　
「
森
森
」

を
通
し
て
、

立
谷
沢
地
域
の
理
解

を
深
め
る
点
で
は
、

余
目
地
区
の
小
学
校
、

幼
稚
園
の
方
々
の
利

用
拡
大
を
今
後
も
進

め
て
い
き
た
い
。
 

　
そ
の
中
で
立
谷
沢

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
、

さ
ら
に
「
森
森
」
に

参
画
し
て
い
た
だ
き
、
地

域
の
資
源
を
活
用
し
た
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。
 

　
ま
た
、
地
元
の
人
の
み

な
ら
ず
、
余
目
地
域
か
ら

も
「
森
森
」
を
活
用
す
る

際
の
、
指
導
者
を
育
て
る

事
業
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。
 

　
シ
ャ
ワ
ー
室
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
北
月
山
荘
の

活
用
も
含
め
調
整
を
図
り

た
い
。
 

 

　
大
中
島
に
あ
る
自
然
ふ

れ
あ
い
館
「
森
森
」
は
、

余
目
地
域
の
住
民
が
立
谷

沢
地
域
の
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
大
自
然
と
ふ

れ
あ
え
る
施
設
と
し
て
利

用
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
運
営

の
あ
り
方
や
体
制
整
備
を

見
直
す
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
施
設
の
活
動
メ
ニ
ュ

ー
を
作
り
、
各
自
治
会
の

子
供
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
も
Ｐ

Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。
 

　
一
方
、
今
年
度
500
万
円

程
の
予
算
で
整
備
を
行
っ

た
が
、
シ
ャ
ワ
ー
施

設
な
ど
の
考
え
方
を

含
め
、
ど
の
よ
う
な

内
容
の
整
備
な
の
か

伺
い
た
い
。
 

　
町
に
住
む
人
口
は
、
財

政
の
資
源
と
も
言
わ
れ
る
。

本
町
の
人
口
も
統
計
上
減

少
す
る
方
向
に
あ
り
、
そ

の
対
策
を
講
ず
る
事
は
当

然
の
事
で
あ
る
。
 

　
人
口
増
対
策
は
教
育
・

福
祉
・
土
地
・
住
宅
・
観

光
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
施

策
が
必
要
で
あ
る
。
総
合

計
画
策
定
に
あ
た
り
優
良

宅
地
の
提
供
や
民
間
活
力

を
引
き
出
す
施
策
も
必
要

で
あ
る
。
 

　
ま
た
人
口
増
対
策
に
お

い
て
各
種
支
援
を
行
っ
て

い
る
が
自
助
・
互
助
・
公

助
の
観
点
か
ら
、
受
益
と

負
担
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
 

もりもり 
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一
般
質
問

般
質
問
 

一
般
質
問
 

ど
う
す
る
未
登
記
問
題
 

日下部勇一 議員 

奥山　篤弘 議員 

　
17
年
度
旧
立
川
町
予
算

説
明
附
属
書
に
町
有
財
産

の
状
況
に
未
登
記
が
5
ヵ

所
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
 

　
町
が
用
地
買
収
し
て
登

記
も
確
認
し
な
い
で
お
金

を
払
う
事
は
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
で
あ
る
。
 

　
旧
立
川
町
財
務
規
則
67

条
で
、
支
出
命
令
を
す
る

時
は
、
不
動
産
の
所
有
権

移
転
登
記
済
ま
た
は
移
転

完
了
の
年
月
日
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
問
題
を
解
決

す
る
為
に
①
未
登
記
件
数

の
把
握
、
②
買
収
済
用
地

に
固
定
資
産
税
賦
課
の
有

無
③
財
務
規
則
と
照
ら
し

て
瑕
疵
は
な
い
か
④
不
動

産
売
買
に
お
け
る
注
意
義

務
違
反
で
は
な
い
か
。
 

　
早
急
に
調
査
す
べ
き
で

あ
る
。
 

町長 

　
未
登
記
の
土
地

に
つ
い
て
旧
立
川

町
議
会
で
も
質
問
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
状
況
に
つ
い
て
議
事

録
な
ど
で
調
査
を
し
て
い

る
。
 

　
未
登
記
の
多
く
は
昭
和

57
年
以
前
の
も
の
が
多
い

よ
う
で
あ
り
、
住
民
の
不

安
、
不
信
を
払
拭
す
る
に

は
監
査
委
員
の
調
査
が
必

要
で
あ
る
と
判
断
し
、
代

表
監
査
委
員
に
監
査
依
頼

を
し
た
監
査
の
調
査
後
に
、

我
々
が
で
き
る
こ
と
を
整

理
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

 

梵天温泉・プール事業 
廃止への町の対応は 

町長 

監
査
委
員
に
調
査
依
頼
 

現状を整理し、対応したい 

　
い
ま
で
き

る
こ
と
と
、

今
後
、
何
が
大
事
か

を
整
理
し
て
い
る
状

況
に
あ
る
。
 

　
基
本
的
に
は
、
梵

天
の
プ
ー
ル
・
温
泉

が
存
続
で
き
れ
ば
ベ

タ
ー
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
が
、
現
状
で

は
廃
止
の
方
向
が
示
さ
れ

て
い
る
。
 

　
町
が
行
う
こ
と
が
で
き

る
事
は
何
か
、
ど
の
よ
う

な
道
が
あ
る
か
も
含
め
、

今
後
慎
重
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。
議
会
の
み
な
さ

ん
の
総
意
も
必
要
で
あ
り
、

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
調

査
し
、
報
告
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
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町長 

町長 

　
最
近
ダ
イ
エ
ー
酒
田
店

の
撤
退
問
題
が
あ
っ
た
。
 

　
こ
の
時
、
酒
田
市
は
素

早
い
対
応
で
駅
前
商
店
街

の
衰
退
、
社
員
の
雇
用
問

題
を
深
刻
に
と
ら
え
ダ
イ

エ
ー
側
に
強
力
な
存
続
活

動
を
展
開
し
た
。
 

　
一
方
、
町
は
梵
天
に
口

出
し
す
る
と
内
政
干
渉
に

取
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
相

手
の
あ
る
こ
と
だ
な
ど
、

終
始
よ
そ
ご
と
の
よ
う
な

対
応
で
あ
る
。
 

　
存
続
を
願
う
署
名
に
５

千
人
以
上
も
い
る
地
域
へ

の
影
響
、
素
早
い
対
応
の

酒
田
市
、
危
機
管
理
の
考

え
方
の
違
い
、
住
民

の
声
を
大
切
に
す
る

政
治
姿
勢
の
違
い
を

感
ず
る
。
町
長
の
対

応
は
い
か
が
か
。
 

▲待たれる調査結果（通常監査風景） 

▲大型店の撤退は深刻（酒田市ダイエー） 

ふ
っ
し
ょ
く
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余
目
三
小
の
6

年
生
の
皆
さ
ん
40

名
が
議
会
傍
聴
に

き
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　
日
頃
な
か
な
か

来
る
こ
と
の
な
い

議
場
で
、
見
た
こ

と
、
考
え
た
こ
と

を
感
想
と
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
一
部
を
抜
粋
し

て
掲
載
し
ま
す
。
 

　
議
会
は
何
の
た
め
に
あ

る
の
か
？
 

◎
多
く
の
意
見
を
聞
 
 

い
て
い
い
町
に
す
る
 

◎
住
み
や
す
い
町
に
す
る

た
め
 

◎
町
の
運
営
の
た
め
 

◎
税
金
を
ど
う
使
う
か
予

算
を
立
て
て
決
め
る
 

◎
町
の
政
治
を
町
民
の
代

表
の
議
会
が
話
し
合
う

た
め
 

◎
日
本
一
の
町
に
す
る
た

め
 

◎
36
人
も
議
員
が
い
て
、

教
室
の
よ
う
だ
っ
た
 

◎
議
長
の
う
し
ろ
に
町
章

が
あ
っ
た
 

◎
議
会
に
入
る
時
、
出
る

時
は
礼
を
す
る
 

◎
質
問
中
は
時
計
が
動
き
、

終
る
と
ブ
ザ
ー
が
な
る
 

◎
他
の
人
の
質
問
中
は
、

メ
モ
を
と
っ
て
い
る
 

◎
立
川
の
水
が
安
く
、
余

目
の
水
は
高
い
こ
と
に

ビ
ッ
ク
リ
し
た
 

◎
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
料
金

統
一
は
む
ず
か
し
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
 

◎
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
シ
ヒ
カ

リ
を
食
べ
て
み
た
い
と

思
っ
た
 

◎
梵
天
が
な
ぜ
廃
止
に
な

る
の
か
良
く
わ
か
ら
な

か
っ
た
 

◎
梵
天
の
事
は
早
く
検
討

し
て
ほ
し
い
 

余
目
三
小

余
目
三
小
 

　
　
　

　
　
　
40
名
が
傍
聴

名
が
傍
聴
 

議会は住みやすい町づくりのため！！ 議会は住みやすい町づくりのため！！ 議会は住みやすい町づくりのため！！ 

ア
ン
ケ
ー
ト
 

会
　
場
 

質
　
問
 

余
目
三
小

余
目
三
小
 

　
　
　

　
　
　
40
名
が
傍
聴

名
が
傍
聴
 

余
目
三
小
 

　
　
　
40
名
が
傍
聴
 

▲真剣に聞きいる子供たち 

こんな質問も 
　  ありました 
こんな質問も 
　  ありました 
こんな質問も 
　  ありました 

　
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
観
点
か

ら
も
、
北
月
山
周
辺
の
具

体
的
な
農
業
振
興
策
は
。
 

　
都
市
と
の
交
流

手
法
な
ど
色
々
あ

る
が
、
幅
広
く
検
討
し
て

い
る
。
 

Ｑ 
　
八
幡
公
園
に
、

東
屋
や
駐
車
場
の

排
水
改
良
な
ど
必
要
と
考

え
る
が
、
整
備
予
定
は
。
 

Ｑ 

　
嘱
託
職
員
と
臨

時
職
員
制
度
を
ど

の
よ
う
に
統
一
し
て
い
く

の
か
。
 

Ｑ 
　
子
供
た
ち
の
問

題
行
動
が
、
よ
く

報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

う
考
え
る
か
。
 

Ｑ 
　
少
子
化
対
策
と

し
て
の
、
大
胆
な

発
想
と
は
。
 

Ｑ 

　
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
へ

の
対
応
は
。
 

Ｑ A

　
旧
余
目
町
で
は
、

あ
る
程
度
整
理
を

し
て
来
た
。
今
後
、
同
様

な
方
法
で
整
理
し
て
い
き

た
い
。
 

A
　
精
神
的
栄
養
に

欠
け
て
い
る
子
ど

も
が
、
増
え
て
い
る
。
家

庭
で
の
対
話
が
、
な
に
よ

り
大
切
と
考
え
る
。
 

A
　
住
宅
団
地
の
活

用
や
、
空
家
の
調

査
に
よ
り
、
貸
家
に
で
き

な
い
か
な
ど
、
若
い
人
が

住
み
や
す
い
町
（
雇
用
も

含
め
）
に
と
考
え
て
い
る
。
 

A

　
２
重
投
資
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、

今
後
を
見
据
え
検
討
す
る
。
 

AA
　
厚
生
労
働
省
に

よ
る
と
、
人
か
ら

人
へ
の
感
染
は
な
い
と
の

事
だ
が
、
小
学
校
な
ど
で

は
、
野
鳥
な
ど
が
、
飼
わ

れ
て
い
る
の
で
、
十
分
に

注
意
す
る
よ
う
指
導
し
た

い
。
 

一般質問一般質問



▼
「
風
の
町
」
か
ら
、
突

風
、
暴
風
の
町
へ
と
年
末

の
Ｊ
Ｒ
脱
線
転
覆
事
故
は
、

あ
ま
り
有
難
く
な
い
冠
を

庄
内
町
に
、
つ
け
て
く
れ

ま
し
た
。
 

　
ま
ず
は
、
何
よ
り
も
事

故
に
あ
わ
れ
た
方
々
の
、

ご
冥
福
と
回
復
を
お
祈
り

す
る
と
共
に
、
原
因
究
明

と
二
度
と
こ
の
よ
う
な
惨

事
が
起
き
な
い
体
制
作
り

が
望
れ
ま
す
。
 

▼
ま
た
、
町
と
し
て
も
多

く
の
教
訓
を
学
び
ま
し
た
。
 

　
連
携
、
確
認
、
判
断
の

迅
速
さ
と
適
正
さ
が
要
求

さ
れ
る
緊
急
時
の
体
制
づ

く
り
や
、
現
場
の
状
況
に

応
じ
た
対
応
と
支
援
な
ど
。

　
今
回
の
大
事
故
を
糧
と

し
て
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
に
本
気
で
取
組
む

こ
と
が
一
つ
の
成
果
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

▼
大
自
然
と
の
共
生
を
図

り
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

循
環
型
社
会
を
作
る
た
め

に
は
、「
自
然
を
知
り
、

自
分
を
知
り
、
仕
事
を
知

る
。」
と
い
う
事
を
時
間

は
か
か
っ
て
も
、
足
元
か

ら
一
歩
一
歩
進
め
る
大
切

さ
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し

た
。
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Ｔ
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↓ 

↑ 

課
題
を
総
合
計
画
に
 

　
　
　
ど
う
盛
り
込
む
か
 

課
題
を
総
合
計
画
に
 

　
　
　
ど
う
盛
り
込
む
か
 

議
　
長
　
　
日
下
部
忠
明
 

議
会
広
報
特
別
委
員
会
 

委
員
長
　
　
富
樫
　
　
透
 

副
委
員
長
　
八
木
　
徳
郎
 

委
員
　
　
　
小
林
　
清
悟
 

　
　
　
　
　
石
川
　
　
保
 

　
　
　
　
　
押
切
の
り
子
 

　
　
　
　
　
石
川
惠
美
子
 

　
　
　
　
　
大
滝
　
勝
 

庄
内
町
議
長
　

日
下
部
　
忠
　
明
 

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
大
雪
の
中
で

の
新
し
い
年
を
お
迎
え
の

事
と
思
い
ま
す
。
 

　
年
末
に
発
生
し
ま
し
た

Ｊ
Ｒ
羽
越
本
線
、
特
急
い

な
ほ
の
脱
線
、
転
覆
事
故

に
お
け
る
死
傷
者
の
方
々

に
は
、
本
町
議
会
と
し
て

も
、
心
か
ら
の
ご
冥
福
と

一
日
も
早
い
ご
回
復
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。
 

　
さ
て
、
庄
内
町
が
誕
生

し
て
早
い
も
の
で
半
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
議
員
に
と

っ
て
は
、
在
任
特
例
期
間

1
年
の
内
、
残
さ
れ
た
半

年
に
そ
れ
ぞ
れ
が
心
を
新

た
に
し
て
い
ま
す
。
新
町

発
足
か
ら
2
回
の
定
例
議

会
、
4
回
の
臨
時
会
、
各

常
任
委
員
会
が
、
必
要
に

合
せ
て
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

　
ま
た
、
数
多
く
の
議
員

か
ら
、
一
般
質
問
や
予
算
・

決
算
委
員
会
等
で
、
こ
れ

か
ら
の
町
政
に
対
す
る
幅

広
い
議
論
が
、
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

　
「
合
併
効
果
」
や
「
1

町
2
制
度
」
、「
梵
天
問
題
」

等
、
新
町
の
課
題
は
、
山

積
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

3
月
に
は
、
総
合
計
画
の

素
案
が
提
出
に
な
る
こ
と

か
ら
、
事
業
施
策
の
優
先

順
位
な
ど
も
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
 

　
在
任
特
例
は
、
合
併
前

の
両
町
の
検
証
と
新
し
い

町
に
お
け
る
基
礎
づ
く
り

の
期
間
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
一
人
ひ
と
り
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
自
覚
し
、

精
一
杯
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
 

在任特例の責任を 
  活かしたまちづくりに 


